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はじめに


この章ではドキュメントのアクセシビリティ機能と、このガイドで使用されている表記規則について説明します。





ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。









表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。




	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
斜体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダー変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。

















1 概要とロードマップ


この章では、このガイド『Oracle WebLogic Server JDBCアプリケーションの開発』の内容と構成について説明します。

この章には次の項が含まれます:

	
ドキュメントのスコープと対象読者


	
このドキュメントの手引き


	
関連ドキュメント


	
JDBCサンプルとチュートリアル


	
このリリースでの新機能と変更された機能








ドキュメントのスコープと対象読者


このドキュメントは、Java Database Connectivity (JDBC) APIを使用するアプリケーションの開発とサポートを行うソフトウェア開発者およびシステム管理者向けに書かれています。また、WebLogic Serverを評価するビジネス・アナリストやシステム設計者にとって有用な情報も掲載しています。このドキュメントのトピックは、ソフトウェア・プロジェクトの評価、設計、開発、本番前、および本番段階に関連しています。

このドキュメントは、Java EEおよびJDBCの概念に精通している読者を対象としています。このドキュメントでは、WebLogic Server JDBCが提供する付加価値機能と、JDBCアプリケーションを実行するWebLogic Server機能の使い方に関する主要な情報が重点的に扱われています。







このドキュメントの手引き


	
この章「概要とロードマップ」では、このマニュアルの構成を紹介します。


	
「アプリケーションでのWebLogic JDBCの使い方」では、アプリケーションでJDBC接続を使用する方法について説明します。


	
「DataSourceリソース定義の使用」では、アプリケーションでDataSourceリソース定義を使用する方法について説明します。


	
「JDBCアプリケーションのパフォーマンス・チューニング」では、アプリケーションでのJDBC接続の使用を最高のパフォーマンスが得られるように設計する方法について説明します。


	
「WebLogicブランドのDataDirectドライバの使用」では、WebLogicブランドのDataDirectドライバをアプリケーションで使用する方法について説明します。


	
「WebLogicラッパー・ドライバの使い方」では、データ・ソースからJDBC接続を取得するための一部の代替的なドライバの使用方法について説明します。


	
「JDBCドライバでのAPI拡張機能の使い方」では、アプリケーションでサード・パーティ・ドライバをプログラミングする際の考慮事項について説明します。


	
「WebLogic ServerにおけるRowSetの使い方」では、アプリケーションでRowSetを使用する方法について説明します。


	
「JDBCのトラブルシューティング」では、JDBCの一般的な問題とソリューションについて説明します。










関連ドキュメント


このドキュメントでは、JDBC固有のプログラミングに関する情報を取扱います。

WebLogic Serverアプリケーションを開発、デプロイ、およびモニターするための包括的なガイドラインについては、以下のドキュメントを参照してください。

	
『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』は、WebLogic ServerでのJDBCの構成および管理について説明しています。


	
『Oracle WebLogic Serverアプリケーションの開発』は、WebLogic Serverアプリケーションの開発ガイドです。


	
『Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ』は、開発および本番環境でのWebLogic Serverアプリケーションのデプロイメントについての情報のプライマリ・ソースです。










JDBCサンプルとチュートリアル


このドキュメントの他にも、さまざまなJDBCサンプル・コードが用意されています。これらのサンプルでは、JDBCの構成とAPIの使い方、および主要なJDBC開発タスクを実行する実際的な手順が示されています。





Avitek Medical Recordsアプリケーション(MedRec)


MedRecはWebLogic Serverに付属したエンドツーエンドのサンプルJava EEアプリケーションであり、一元的で独立した医療記録管理システムをシミュレートします。MedRecアプリケーションには、患者、医師、および管理者に対して、さまざまなクライアントを使用して患者のデータを管理するフレームワークが用意されています。

MedRecはWebLogic ServerとJava EEの機能を例示し、Oracle推奨のベスト・プラクティスを重要点として示します。MedRecはWebLogic Serverのオプションとしてインストールされます。MedRecはORACLE_HOME\user_projects\domains\medrecディレクトリから開始できます。ORACLE_HOMEは、Oracle WebLogic Serverのインストール時にOracleホームとして指定したディレクトリです。詳細は、『Oracle WebLogic Serverの理解』のサンプル・アプリケーションとコード・サンプルに関する項を参照してください。







WebLogic Server配布キットのJDBCサンプル


Weblogic Serverでは、任意でAPIコード・サンプルをORACLE_HOME\wlserver\samples\serverディレクトリにインストールします。ORACLE_HOMEは、WebLogic Serverのインストール先のディレクトリを表します。詳細は、『Oracle WebLogic Serverの理解』のサンプル・アプリケーションとコード・サンプルに関する項を参照してください。









このリリースでの新機能と変更された機能


このリリースには、次の新機能と変更された機能が含まれています。

	
データソース定義での暗号化パスワードのサポート


	
非推奨




このリリースで導入されたWebLogic Serverの新機能の一覧については、『Oracle WebLogic Serverの新機能』 12.2.1を参照してください。





データソース定義での暗号化パスワードのサポート


以前のリリースでは、データソース定義でPasswordEncrypted属性はサポートされていませんでした。この制限は削除されました。詳細は、DataSourceDefinitionでの暗号化パスワードの使用を参照してください







非推奨


weblogic.j2ee.descriptor.wl.JDBCOracleParamsBean.OracleEnableJavaNetFastPathに対するsetおよびgetメソッドは非推奨となり、WebLogic Serverでは機能が提供されていません。この機能は、Oracle Exalogic環境では常にデフォルトで有効化されています。













2 アプリケーションでのWebLogic JDBCの使い方


この章では、WebLogic Server 管理コンソールを使用して、JDBC汎用データ・ソース、マルチ・データ・ソースまたはActive GridLinkデータ・ソースなどのWebLogic Serverの機能を有効化、構成および監視する方法について説明します。また、JMX APIとWebLogic Scripting Tool (WLST)を使用して、同じタスクをプログラム的に実行することもできます。構成後のJDBC接続コンポーネントは、アプリケーション内で使用できます。

この章には次の項が含まれます:

	
DataSourceオブジェクトからのデータベース接続の取得


	
プールされた接続の制約


	
アプリケーション・スコープのデータ・ソースからの接続の取得




JDBCデータ・ソースの構成の詳細は、『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』を参照してください。





DataSourceオブジェクトからのデータベース接続の取得


次の各項では、DataSourceオブジェクトからデータベース接続を要求する方法について詳しく説明します。

	
DataSourceオブジェクトにアクセスするパッケージのインポート


	
DataSourceを使用したクライアント接続の取得


	
接続リクエスト失敗時に生じる可能性のある例外








DataSourceオブジェクトにアクセスするパッケージのインポート


アプリケーションでDataSourceオブジェクトを使用するには、以下のクラスをクライアント・コードにインポートします。


import java.sql.*;
import java.util.*;
import javax.naming.*;







DataSourceを使用したクライアント接続の取得


JDBCクライアント用に接続を取得するには、以下のコードに示すように、Java Naming and Directory Interface (JNDI)ルックアップを使用してDataSourceオブジェクトを見つけます。


注意:

クライアント側アプリケーションでJDBC接続を使用する際、サーバーとクライアントの両方のCLASSPATHに、同一のJDBCドライバ・クラスを指定する必要があります。ドライバ・クラスが一致していないと、java.rmi.UnmarshalException例外がスローされる場合があります。




Context ctx = null;
  Hashtable ht = new Hashtable();
  ht.put(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY,
         "weblogic.jndi.WLInitialContextFactory");
  ht.put(Context.PROVIDER_URL,
         "t3://hostname:port");
  Connection conn = null;
  Statement stmt = null;
  ResultSet rs = null;
  try {
    ctx = new InitialContext(ht);
    javax.sql.DataSource ds 
      = (javax.sql.DataSource) ctx.lookup ("myDataSource");
    conn = ds.getConnection();
   // You can now use the conn object to create 
   //  Statements and retrieve result sets:
    stmt = conn.createStatement();
    stmt.execute("select * from someTable");
    rs = stmt.getResultSet(); 
...
//Close JDBC objects as soon as possible
    stmt.close();
    stmt=null;
    conn.close();
    conn=null;
 }
  catch (Exception e) {
    // a failure occurred
    log message;
  }
finally {    
  try { 
    ctx.close(); 
  } catch (Exception e) {
     log message; }
  try { 
    if (rs != null) rs.close(); 
  } catch (Exception e) {  
     log message; }
  try { 
    if (stmt != null) stmt.close(); 
  } catch (Exception e) {  
     log message; }
  try { 
    if (conn != null) conn.close(); 
  } catch (Exception e) {  
     log message; }
}


(使用するWebLogic Serverに合わせて適切なhostnameとport番号に置き換えます。)


注意:

前述のコードでは、JNDIコンテキストを取得するために、使用可能な数件のプロシージャの1つが使用されています。JNDIの詳細は、『Oracle WebLogic Server JNDIアプリケーションの開発』を参照してください。









接続リクエスト失敗時に生じる可能性のある例外


weblogic.jdbc.extensionsパッケージには、アプリケーション・リクエストの失敗時にスローされ得る以下の例外が含まれています。各例外は、java.sql.SQLExceptionの拡張です。

	
ConnectionDeadSQLException - 予約された接続に対する接続テストに失敗したことが原因で、接続を取得するアプリケーション・リクエストが失敗すると生成されます。通常は、データベース・サーバーが利用できない場合に生じます。


	
ConnectionUnavailableSQLException - 割り当てられるべきプール内に現在利用できる接続がなかったことが原因で、接続を取得するアプリケーション・リクエストが失敗すると生成されます。これは一時的なエラーであって、プール内の接続がすべて使用中の場合に生成されます。また、接続がテスト中であるために使用できない場合にもスローされることがあります。


	
PoolDisabledSQLException - JDBCデータ・ソースが管理者によって無効にされたことが原因で、接続を取得するアプリケーション・リクエストが失敗すると生成されます。


	
PoolLimitSQLException - HighestNumWaiters、ConnectionReserveTimeoutSecondsなどのデータ・ソースについて構成されたしきい値が原因で、接続を取得するアプリケーション・リクエストが失敗すると生成されます。


	
PoolPermissionsSQLException - 接続を取得するアプリケーション・リクエストで、(セキュリティ)認証または認可チェックが失敗すると生成されます。












プールされた接続の制約



注意:

一部のベンダーのJDBC拡張機能や、他のドライバから使用可能な他の非標準メソッドは、接続の動作を(プールされた接続の後続のユーザーが継承するような方法で)永続的に変更する可能性があります。WebLogic Serverは、可能な場合には、このような種類の呼出しから接続を保護しようとします。



データ・ソース内のプールされた接続を使用している場合に、DBMS固有のSQLコードが実行されることがあります。これはデータベース接続のプロパティを変更するものであり、WebLogic ServerおよびJDBCドライバからは認識されません。接続がプールに返されたときに、その接続の特性の設定が有効な状態に戻らないことがあります。たとえばSybase DBMSで、「set rowcount 3 select * from y」などの文を使用すると、接続に対する後続の問合せでは最大で3行までしか返されません。接続がプールに返されてから再利用された場合、選択対象の表に500の行があっても、接続の次のユーザーには引続き3行のみが返されます。

ほとんどの場合、同じ結果をもたらすことができる標準のJDBCコードが存在します。この例では、set rowcountの代わりにsetMaxRows()を使用できます。DBMS固有のSQLコードの代わりに標準のJDBCコードを使用することをお薦めします。標準のJDBC呼出しを使用して接続を変更すると、接続がデータ・ソースに返された時点で接続が標準の状態に戻ります。

接続を変更するベンダー固有のSQLコードを使用する場合は、接続をプールに返す前に、その設定を受け入れ可能な状態に戻す必要があります。







アプリケーション・スコープのデータ・ソースからの接続の取得


アプリケーション・スコープのデータ・ソースから接続を取得するには、『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』のパッケージ化されたJDBCモジュールからのデータベース接続の取得に関する項を参照してください。











3 DataSourceリソース定義の使用


この章では、Java EE DataSourceリソース定義の作成方法と使用方法について説明します。

この章には次の項が含まれます:

	
Java EE DataSourceリソース定義の使用


	
WebLogic構成属性の使用


	
DataSourceリソース定義使用時の実装の考慮事項


	
クライアントでのデータ・ソースの使用


	
その他の情報源








Java EE DataSourceリソース定義の使用


DataSourceリソースは、JDBC APIでデータベースを識別してアクセスするために必要な、一連のプロパティを設定するために使用されます。これらのプロパティには、データベース・サーバーのURL、データベースの名前、サーバーとの通信に使用するネットワーク・プロトコルなどの情報が含まれます。DataSourceオブジェクトは、Java Naming and Directory Interface (JNDI)ネーミング・サービスに登録されます。これにより、アプリケーションがJNDI APIを使用してDataSourceオブジェクトにアクセスし、データベースに接続できるようになります。

Java EE 7よりも前は、『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』のWebLogic JDBCリソースの構成に関する項で説明するように、DataSourceリソースは管理者によって作成されていました。Java EE 7では、データベース接続の柔軟性と移植性を向上するためにDataSourceリソースをプログラミングで定義するオプションが提供されます。

DataSourceを一意に識別するname要素がJNDIに登録されます。name要素に指定される値は、ネームスペース・スコープで開始します。Java EE 7には次のスコープがあります。

	
java:comp: このネームスペースの名前は各コンポーネントで表示されます。


	
java:module: このネームスペースの名前は、モジュールのすべてのコンポーネント(たとえば、ejb-jar.xmlファイルに定義されたEJBコンポーネント)で共有されます。


	
java:app: このネームスペースの名前は、アプリケーションのすべてのコンポーネントとモジュール(たとえば、.earファイルのapplication-client、WebおよびEJBコンポーネント)で共有されます。


	
java:global: このネームスペースの名前はサーバーのすべてのアプリケーションで共有されます。




DataSource定義をプログラミングで定義するには、次のいずれかの方法を使用します。

	
アノテーションを使用するDataSourceリソース定義の作成


	
デプロイメント記述子を使用するDataSourceリソース定義の作成








アノテーションを使用するDataSourceリソース定義の作成


javax.annotation.sqlパッケージでは、アプリケーション・クライアント、サーブレットまたはEnterprise JavaBeans (EJB)などのアプリケーション・コンポーネント・クラスにDataSourceリソース定義を定義するために、@DataSourceDefinitionと@DataSourceDefinitionsが提供されます。

DataSourceリソースがインジェクトされると、DataSourceオブジェクトが作成され、JNDIに登録されます。アノテーション要素を使用してDataSourceオブジェクトを構成します。その他のJava EE and WebLogic構成属性は、アノテーションのproperties要素に指定できます。「WebLogic構成属性の使用」を参照してください

@DataSourceDefinitionを使用して1つのdatasource定義を作成します。例:


. . .

@DataSourceDefinition(
name = "java:module/ExampleDS",
     className = "org.apache.derby.jdbc.ClientDataSource",
     portNumber = 1527,
     serverName = "localhost",
     databaseName = "exampleDB",
     user = "examples",
     password = "examples",
     properties={"create=true", "weblogic.TestTableName=SQL SELECT 1 FROM SYS.SYSTABLES"})

@WebServlet("/dataSourceServlet")
public class DataSourceServlet extends HttpServlet {
 
 . . .
 
  @Resource(lookup = "java:module/ExampleDS")

. . .


@DataSourceDefinitionsを使用して複数のdatasource定義を作成します。例:


. . .

@DataSourceDefinitions(
      value = {
 
        @DataSourceDefinition(name = "java:app/env/DS1",
           minPoolSize = 0,
           initialPoolSize = 0,
           className = "org.apache.derby.jdbc.ClientXADataSource",
           portNumber = 1527,
           serverName = "localhost",
           user = "examples",
           password = "examples",
           databaseName = "exampleDB",
           properties={"create=true", "weblogic.TestTableName=SQL SELECT 1 FROM SYS.SYSTABLES"}
                   ),
 
        @DataSourceDefinition(name = "java:comp/env/DS2",
           minPoolSize = 0,
           initialPoolSize = 0,
           className = "org.apache.derby.jdbc.ClientDataSource",
           portNumber = 1527,
           serverName = "localhost",
           user = "examples",
           password = "examples",
           databaseName = "examplesDB",
           properties={"create=true", "weblogic.TestTableName=SQL SELECT 1 FROM SYS.SYSTABLES"}
        )
      }
   )

. . .


サンプル全体は、WebLogic Serverコード例の@DataSourceDefinitionアノテーションを使用するDataSourceの作成に関する項を参照してください。







デプロイメント記述子を使用するDataSourceリソース定義の作成


application.xml、application-client.xml、web.xmlおよびejb-jar.xmlファイルでデプロイメント記述子を使用して、DataSourceリソース定義を作成できます。例:


. . .

 <data-source>
     <name>java:module/ExampleDS</name>
     <class-name>org.apache.derby.jdbc.ClientDataSource</class-name>
     <server-name>localhost</server-name>
     <port-number>1527</port-number>
     <database-name>exampleDB</database-name>
     <user>examples</user>
     <password>examples</password>
     <property>
       <name>create</name>
       <value>true</value>
     </property>
     <property>
       <name>weblogic.TestTableName</name>
       <value>SQL SELECT 1 FROM SYS.SYSTABLES</value>
     </property>
   </data-source>
. . .









WebLogic構成属性の使用


Java EE 7 @DataSourceDefinitionでは、構成属性の基本的な標準セットが提供されます。property要素を使用する独自の属性をサポートすることで、WebLogic Serverの豊富な構成属性セットのサポートが拡張されます。


注意:

WebLogic Server独自の属性をproperty要素で使用するときには、次の制限事項に注意してください。WebLogic Server独自の属性の特徴は次のとおりです。

	
マルチ・データ・ソースの構成には使用できません。マルチ・データ・ソースをEARまたはWARファイルに組み込むことはできません。


	
@DataSourceDefinitionアノテーション要素とオーバーラップしません。


	
データ・ソース・レベルの属性nameとversionを含みません。






表3-1に、データ・ソース構成属性のWebLogic Serverの拡張サポートをまとめています。Weblogic.Attribute Nameプロパティ値とWebLogic構成要素をマッピングしています。WebLogic構成要素を使用するDataSourceリソース定義の例は、「Active GridLink DataSourceリソース定義の構成」を参照してください




表3-1 WebLogic構成属性

	Weblogic属性名	WebLogic要素
	
AffinityPolicy

	
JDBCOracleParams.setAffinityPolicy()


	
AlgorithmType

	
JDBCDataSourceParams.setAlgorithmType()


	
CapacityIncrement

	
JDBCConnectionPoolParams.setCapacityIncrement()


	
ConnectionCreationRetryFrequencySeconds

	
JDBCConnectionPoolParams.setConnectionCreationRetryFrequencySeconds()


	
ConnectionPoolFailoverCallbackHandler

	
JDBCDataSourceParams.setConnectionPoolFailoverCallbackHandler()


	
ConnectionReserveTimeoutSeconds

	
JDBCConnectionPoolParams.setConnectionReserveTimeoutSeconds()


	
CredentialMappingEnable

	
JDBCConnectionPoolParams.setCredentialMappingEnabled()


	
DataSourceList

	
JDBCDataSourceParams.setDataSourceList()


	
DriverInterceptor

	
JDBCConnectionPoolParams.setDriverInterceptor()


	
FailoverRequestIfBusy

	
JDBCDataSourceParams.setFailoverRequestIfBusy()


	
FanEnabled

	
JDBCOracleParams.setFanEnabled()


	
GlobalTransactionsProtocol

	
JDBCDataSourceParams.setGlobalTransactionsProtocol()


	
HighestNumWaiters

	
JDBCConnectionPoolParams.setHighestNumWaiters()


	
IdentityBasedConnectionPoolingEnabled

	
JDBCConnectionPoolParams.setIdentityBasedConnectionPoolingEnabled()


	
IgnoreInUseConnectionsEnabled

	
JDBCConnectionPoolParams.setIgnoreInUseConnectionsEnabled()


	
InactiveConnectionTimeoutSeconds

	
JDBCConnectionPoolParams.setInactiveConnectionTimeoutSeconds()


	
InitSql

	
JDBCConnectionPoolParams.setInitSql()


	
JDBCXADebugLevel

	
JDBCConnectionPoolParams.setJDBCXADebugLevel()


	
KeepConnAfterLocalTx

	
JDBCDataSourceParams.setKeepConnAfterLocalTx()


	
KeepLogicalConnOpenOnRelease

	
JDBCXAParams.setKeepLogicalConnOpenOnRelease()


	
KeepXaConnTillTxComplete

	
JDBCXAParams.setKeepXaConnTillTxComplete()


	
LoginDelaySeconds

	
JDBCConnectionPoolParams.setLoginDelaySeconds()


	
NeedTxCtxOnClose

	
JDBCXAParams.setNeedTxCtxOnClose()


	
NewXaConnForCommit

	
JDBCXAParams.setNewXaConnForCommit()


	
OnsNodeList

	
JDBCOracleParams.setOnsNodeList()


	
OnsWalletFile

	
JDBCOracleParams.setOnsWalletFile()


	
OnsWalletPassword

	
JDBCOracleParams.setOnsWalletPassword()


	
OracleOptimizeUtf8Conversion

	
JDBCOracleParams.setOracleOptimizeUtf8Conversion()


	
PasswordEncrypted

	
JDBCDriverParams.setPassword


	
PinnedToThread

	
JDBCConnectionPoolParams.setPinnedToThread()


	
ProfileHarvestFrequencySeconds

	
JDBCConnectionPoolParams.setProfileHarvestFrequencySeconds()


	
ProfileType

	
JDBCConnectionPoolParams.setProfileType()


	
RecoverOnlyOnce

	
JDBCXAParams.setRecoverOnlyOnce()


	
RemoveInfectedConnections

	
JDBCConnectionPoolParams.setRemoveInfectedConnections()


	
ResourceHealthMonitoring

	
JDBCXAParams.setResourceHealthMonitoring()


	
RollbackLocalTxUponConnClose

	
JDBCXAParams.setRollbackLocalTxUponConnClose()


	
RowPrefetch

	
JDBCDataSourceParams.setRowPrefetch()


	
RowPrefetchSize

	
JDBCDataSourceParams.setRowPrefetchSize()


	
SecondsToTrustAnIdlePoolConnection

	
JDBCConnectionPoolParams.setSecondsToTrustAnIdlePoolConnection()


	
ShrinkFrequencySeconds

	
JDBCConnectionPoolParams.setShrinkFrequencySeconds()


	
StatementCacheSize

	
JDBCConnectionPoolParams.setStatementCacheSize()


	
StatementCacheType

	
JDBCConnectionPoolParams.setStatementCacheType()


	
StatementTimeout

	
JDBCConnectionPoolParams.setStatementTimeout()


	
StreamChunkSize

	
JDBCDataSourceParams.setStreamChunkSize()


	
TestConnectionsOnReserve

	
JDBCConnectionPoolParams.setTestConnectionsOnReserve()


	
TestFrequencySeconds

	
JDBCConnectionPoolParams.setTestFrequencySeconds()


	
TestTableName

	
JDBCConnectionPoolParams.setTestTableName()


	
UsePasswordIndirection

	
JDBCDriverParams.setUsePasswordIndirection()


	
UseXaDataSourceInterface

	
JDBCDriverParams.setUseXaDataSourceInterface()


	
WrapTypes

	
JDBCConnectionPoolParams.setWrapTypes()


	
XaEndOnlyOnce

	
JDBCXAParams.setXaEndOnlyOnce()


	
XaRetryDurationSeconds

	
JDBCXAParams.setXaRetryDurationSeconds()


	
XaRetryIntervalSeconds

	
JDBCXAParams.setXaRetryIntervalSeconds()


	
XaSetTransactionTimeout

	
JDBCXAParams.setXaSetTransactionTimeout()


	
XaTransactionTimeout

	
JDBCXAParams.setXaTransactionTimeout()













DataSourceリソース定義使用時の実装の考慮事項


次の項では、DataSourceリソース定義を作成および使用するときに考慮する必要がある実装の詳細について説明します。

	
命名規則


	
Java EE DataSourceリソース定義とWebLogicデータ・ソース・リソースのマッピング


	
Active GridLink DataSourceリソース定義の構成


	
DataSourceDefinitionでの暗号化パスワードの使用


	
追加の考慮事項








命名規則


ここでは、データ・ソースの命名規則について説明します。


注意:

WebLogic Server 12.1.1よりも前のバージョンとJava EE データ・ソースの命名規則には互換性があります。既存のアプリケーションは、以前のリリースからアップグレードするために命名規則を変更する必要はありません。







WebLogicデータ・ソースの命名規則


WebLogic Server 12.1.1よりも前のリリースでのデータ・ソースのネーミングには次のルールが使用されます。

	
dsname: システム・リソースのJDBC記述子(config/jdbc/*-jdbc.xml)


	
application@null@dsname - 非推奨 (9.x以前)、EARのアプリケーション・スコープのJDBC記述子


	
application@module@dsname - EARのアプリケーションスコープのパッケージ化JDBC記述子










Java EEデータ・ソースの命名規則


Java EEデータ・ソースの名前には次のルールが使用されます。

	
appname@modulename@componentname@dsname: コンポーネント・レベル


	
appname@modulename@dsname: モジュール・レベル


	
appname@dsname: アプリケーション・レベル


	
dsname: グローバル




Java EEの名前はjava:で始まるため、これらの名前には以前の名前との互換性があります。









Java EE DataSourceリソース定義とWebLogicデータ・ソース・リソースのマッピング


表3-2は、Java EE DataSourceリソース定義の要素とWebLogic Serverリソースをどのようにマッピングするかを示します。




表3-2 DataSourceリソース定義とWebLogic Serverリソースのマッピング

	DataSourceBean	デフォルト値	WebLogicリソース
	
String name()

	
必須

	
JDBCDataSourceParamsBean.setJndiName


	
String className()

	
必須

	
JDBCDriverParamsBean.setDriverName


	
String description()

	
""

	
不使用


	
String url()

	
""

	
JDBCDriverParamsBean.setUrl


	
String user()

	
""

	
JDBCDriverParamsBean.getProperties()に追加


	
String password()

	
""

	
JDBCDriverParamsBean.setPassword


	
String databaseName()

	
""

	
URLの生成に使用(propertiesに追加)


	
int portNumber()

	
-1

	
URLの生成に使用(propertiesに追加)


	
String serverName()

	
"localhost"

	
URLの生成に使用(propertiesに追加)


	
int isolationLevel()

	
-1

	
WebLogic ServerがConnection.setTransactionIsolation()を呼び出すために使用するdesiredtxisolevelプロパティを設定


	
boolean transactional()

	
true

	
URLの生成に使用


	
int initialPoolSize()

	
-1

	
JDBCConnectionPoolParamsBean.setInitialCapacity


	
int maxPoolSize()

	
-1

	
JDBCConnectionPoolParamsBean.setMaxCapacity


	
int minPoolSize()

	
-1

	
JDBCConnectionPoolParamsBean.setMinCapacity (新規)


	
int maxIdleTime()

	
-1

	
JDBCConnectionPoolParamsBean.setShrinkFrequencySeconds


	
int maxStatements()

	
-1

	
JDBCConnectionPoolParamsBean.setStatementCacheSize


	
String[] properties()

	
{}

	
JDBCPropertiesBean


	
int loginTimeout()

	
0

	
不使用













Active GridLink DataSourceリソース定義の構成


Active GridLinkデータ・ソースは、DataSourceリソース定義で次の名前/値ペアを使用して定義されます。

	
FanEnabledはtrueに設定されます。


	
OnsNodeListはnull以外の値です。ONSベースのFANイベントを受信するためのONSデーモン・リスニング・アドレスおよびポートのカンマ区切りのリストです。Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理のONSクライアントの構成に関する項を参照してください。




次の例は、デプロイメント記述子を使用したActive GridLinkデータ・ソースのためのDataSourceリソース定義を示します。


. . .

 <data-source>
    <name>java:global/DSD2</name>
    <class-name>oracle.jdbc.OracleDriver</class-name>
    <url>jdbc:oracle:thin:@(DESCRIPTION=(ADDRESS_LIST=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=lcr01155-r)(PORT=1521)))(CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=mydb)))</url>
    <user>lefty123</user>
    <password>password</password>
    <property><name>weblogic.CapacityIncrement</name><value>2</value></property>
 <property><name>weblogic.HighestNumWaiters</name><value>2147483647</value></property>
    <property><name>weblogic.ConnectionCreationRetryFrequencySeconds</name><value>0</value></property>
    <property><name>weblogic.ConnectionReserveTimeoutSeconds</name><value>10</value></property>
    <property><name>weblogic.TestFrequencySeconds</name><value>120</value></property>
    <property><name>weblogic.TestConnectionsOnReserve</name><value>false</value></property>
    <property><name>weblogic.ProfileHarvestFrequencySeconds</name><value>300</value></property>
    <property><name>weblogic.IgnoreInUseConnectionsEnabled</name><value>true</value></property>
    <property><name>weblogic.InactiveConnectionTimeoutSeconds</name><value>0</value></property>
    <property><name>weblogic.TestTableName</name><value></value></property>
    <property><name>weblogic.LoginDelaySeconds</name><value>0</value></property>
    <property><name>weblogic.InitSql</name><value></value></property>
    <property><name>weblogic.StatementCacheType</name><value>LRU</value></property>
    <property><name>weblogic.RemoveInfectedConnections</name><value>true</value></property>
    <property><name>weblogic.SecondsToTrustAnIdlePoolConnection</name><value>10</value></property>
    <property><name>weblogic.StatementTimeout</name><value>-1</value></property>
    <property><name>weblogic.ProfileType</name><value>0</value></property>
    <property><name>weblogic.JDBCXADebugLevel</name><value>10</value></property>
    <property><name>weblogic.CredentialMappingEnabled</name><value>false</value></property>
    <property><name>weblogic.DriverInterceptor</name><value></value></property>
    <property><name>weblogic.PinnedToThread</name><value>false</value></property>
    <property><name>weblogic.IdentityBasedConnectionPoolingEnabled</name><value>false</value></property>
    <property><name>weblogic.WrapTypes</name><value>true</value></property>
    <property><name>weblogic.ConnectionLabelingCallback</name><value></value></property>
    <property><name>weblogic.FatalErrorCodes</name><value></value></property>
    <property><name>weblogic.Scope</name><value>Global</value></property>
    <property><name>weblogic.RowPrefetch</name><value>false</value></property>
    <property><name>weblogic.RowPrefetchSize</name><value>48</value></property>
    <property><name>weblogic.StreamChunkSize</name><value>256</value></property>
    <property><name>weblogic.AlgorithmType</name><value>Failover</value></property>
    <property><name>weblogic.ConnectionPoolFailoverCallbackHandler</name><value></value></property>
    <property><name>weblogic.FailoverRequestIfBusy</name><value>false</value></property>
    <property><name>weblogic.GlobalTransactionsProtocol</name><value>OnePhaseCommit</value></property>
    <property><name>weblogic.KeepConnAfterLocalTx</name><value>true</value></property>
    <property><name>weblogic.KeepConnAfterGlobalTx</name><value>false</value></property>
    <property><name>weblogic.UseXaDataSourceInterface</name><value>true</value></property>
    <property><name>weblogic.UsePasswordIndirection</name><value>false</value></property>
    <property><name>weblogic.FanEnabled</name><value>true</value></property>
    <property><name>weblogic.OnsNodeList</name><value>lcr01155-r:6200</value></property>
    <property><name>weblogic.OnsWalletFile</name><value></value></property>
    <property><name>weblogic.OnsWalletPassword</name><value></value></property>
    <property><name>weblogic.OracleOptimizeUtf8Conversion</name><value>false</value></property>
    <property><name>weblogic.ConnectionInitializationCallback</name><value></value></property>
    <property><name>weblogic.AffinityPolicy</name><value>Session</value></property>
    <property><name>weblogic.OracleProxySession</name><value>false</value></property>
    <property><name>weblogic.KeepXaConnTillTxComplete</name><value>true</value></property>
    <property><name>weblogic.NeedTxCtxOnClose</name><value>false</value></property>
    <property><name>weblogic.XaEndOnlyOnce</name><value>false</value></property>
    <property><name>weblogic.NewXaConnForCommit</name><value>false</value></property>
    <property><name>weblogic.KeepLogicalConnOpenOnRelease</name><value>false</value></property>
    <property><name>weblogic.ResourceHealthMonitoring</name><value>true</value></property>
    <property><name>weblogic.RecoverOnlyOnce</name><value>false</value></property>
    <property><name>weblogic.XaSetTransactionTimeout</name><value>false</value></property>
    <property><name>weblogic.XaTransactionTimeout</name><value>0</value></property>
    <property><name>weblogic.RollbackLocalTxUponConnClose</name><value>false</value></property>
    <property><name>weblogic.XaRetryDurationSeconds</name><value>0</value></property>
    <property><name>weblogic.XaRetryIntervalSeconds</name><value>60</value></property>
  </data-source>
. . .


その他の詳細は、『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』のActive GridLinkデータ・ソースの使用に関する項を参照してください。







DataSourceDefinitionでの暗号化パスワードの使用


DataSourceDefinitionで暗号化パスワードを提供できます。そのためには、次の例で示すようにパスワードを生成し、DataSourceDefinitionにコピーする必要があります。


# needs to be run in the domain home directory
java weblogic.security.Encrypt
Password:  mypassword
{AES}OQ1CnXWsgTVQsxrHqpxMT7iZwt7wBBIrkLP5NWeAvNk="
# This value needs to be pasted into the DataSourceDefinition


暗号化パスワードはドメインごとに異なります。ドメインと一致しない暗号化パスワードを使用すると、次のようなエラーが発生します。


weblogic.application.ModuleException: com.rsa.jsafe.JSAFE_PaddingException:
 Invalid padding.:com.rsa.jsafe.JSAFE_PaddingException:Invalid padding


次のコードは、Javaサーブレッドのアノテーションで暗号化パスワードを使用してデータ・ソースを定義します。


@DataSourceDefinition(
name="java:comp/ds",
className="oracle.jdbc.OracleDriver",
portNumber=1521,
serverName="myhost",
user="myuser",
databaseName="mydbname",
initialPoolSize = 0,
minPoolSize = 0,
maxPoolSize = 15,
maxStatements = 0,
transactional=false,
properties = {"weblogic.TestTableName=SQL ISVALID",
 "weblogic.PasswordEncrypted={AES}OQ1CnXWsgTVQsxrHqpxMT7iZwt7wBBIrkLP5NWeAvNk="}
)
@WebServlet(urlPatterns = "/GetVersion")
public class GetVersion extends javax.servlet.http.HttpServlet
  implements javax.servlet.Servlet {
  @Resource(lookup = "java:comp/ds")
  private DataSource ds;







追加の考慮事項


Java EE DataSourceリソース定義をWebLogic Serverで使用する際には次の点を考慮してください。

	
アノテーションと記述子の同じDataSource名が同じスコープにある場合、属性はデプロイメント記述子に指定された値とマージされます。デプロイメント記述子の値は、アノテーションに指定された値よりも優先されます。


	
DataSourceはモジュールではありません。モジュールの一部として作成されるリソースです。


	
DataSourceは、ドメインに関連付けられたJDBCSystemResourcesオブジェクトではありません。また、WebLogic Server構成beanツリーにはありません。


	
JSR88 APIを使用して、Java EE 7データ・ソースを含むアプリケーションを表示できます。


	
各データ・ソース定義にはランタイムMBeanが1つ作成されます。このMBeanには修飾された名前が使用されます。


	
WLSでURLを生成できる既知のクラス名は限られています。非XAの場合、JDBCドライバや非データソースのクラスがよく知られています。databaseName、portNumber、またはserverNameに不明なクラス名を指定するとエラーが発生します。この場合は、databaseName、portNumber、またはserverNameを削除してURLを指定します。


	
AGLデータ・ソースに対するURLの生成はサポートされていません。


	
URLの生成は一般に、そのサービス、データベースおよびOracle RACインスタンスの形式に起因して、すべてのOracleドライバで問題になります。OracleドライバのURLを指定することが最善の方法です。












クライアントでのデータ・ソースの使用


Java EEデータ・ソースをJava EEクライアントに実装できます。ただし、以下の例外があります。

	
Transactional=trueはサポートされません。トランザクション・プロトコルはNONEに設定されます。


	
スコープがグローバルまたはアプリケーションのデータ・ソースは、クライアントとサーバーの両方で表示されます(作成されます)。使用する接続数が多い場合には好ましくない影響があります。


	
データ・ソースに対する権限のチェックは実行されません。reserveやshrinkなどの処理をローカル・データ・ソースに対して使用できます。










その他の情報源



ここでは、DataSourceリソース定義を実装するときに参照する資料を示します。

	
『Java EE 7 Specification』の項EE.5.17「DataSource Resource Definition」(http://jcp.org/en/jsr/detail?id=316)


	
『Java EE 7 Tutorial』(http://docs.oracle.com/javaee/6/tutorial/doc/)


	
『JDBC™ 4.1 Specification』 (https://download.oracle.com/otn-pub/jcp/jdbc-4_1-mrel-spec/jdbc4.1-fr-spec.pdf)


	
WebLogic Serverコード例。
















4 JDBCアプリケーションのパフォーマンス・チューニング


この章では、JDBCアプリケーションのパフォーマンスを向上させるために、WebLogic Server を設計および構成する方法について説明します。

この章には次の項が含まれます:

	
WebLogicのパフォーマンス向上機能


	
ベスト・パフォーマンスのためのアプリケーション設計








WebLogicのパフォーマンス向上機能


WebLogicには、JDBCアプリケーションのパフォーマンスを向上させるための機能がいくつか用意されています。





プールされた接続の使用によるパフォーマンスの向上


DBMSへのJDBC接続の確立には非常に時間がかかる場合があります。使用するアプリケーションでデータベース接続のオープンとクローズを繰り返す必要がある場合、これは重大なパフォーマンスの問題となります。WebLogicデータ・ソース内の接続プールを使用すると、こうした問題を効果的に解決できます。

WebLogic Serverを起動すると、データ・ソース内の接続が開き、すべてのクライアントで使用できるようになります。クライアントでデータ・ソースからの接続をクローズすると、その接続はプールに戻され、他のクライアントで使用できる状態になります。つまり、接続そのものはクローズされません。プールされた接続は、ほとんど負荷を生じることなくオープンしたりクローズしたりできます。







文とデータのキャッシング


DBMSのアクセスではリソースが大量に消費されます。プログラムでPrepared StatementまたはCallable Statementを再利用する場合、または複数のアプリケーションでの共有や、各接続どうしでの存続が可能な頻繁に使用するデータにアクセスする場合は、以下を使用してデータをキャッシュできます。

	
文キャッシュ(データ・ソース用)


	
読取り専用エンティティBean


	
クラスタ環境でのJNDI












ベスト・パフォーマンスのためのアプリケーション設計


データベース・アプリケーションのパフォーマンスの良し悪しはほとんどの場合、アプリケーション言語ではなく、アプリケーションがどのように設計されているかによって決定されます。クライアントの数と場所、DBMS表および索引のサイズと構造、および問合せの数とタイプは、すべてアプリケーションのパフォーマンスに影響を与えます。

以下では、すべてのDBMSに当てはまる一般的なヒントを示します。また、アプリケーションで使用する特定のDBMSのドキュメントによく目を通しておくことも重要です。





データをできるだけデータベースの内部で処理する


DBMSアプリケーションのパフォーマンスに関する最も深刻な問題は、生データを不必要に移動することから発生します。これは、生データをネットワーク上で移動する場合にも、単にDBMSのキャッシュに出し入れする場合にも言えることです。こうした無駄を最小限に抑えるための良い方法は、クライアントがDBMSと同じマシンで動作している場合でも、ロジックをクライアントではなくデータの格納場所、つまりDBMSに置くことです。実際のところ、一部のDBMSでは、1個のCPUを共有するファット・クライアントとファットDBMSはパフォーマンスの致命的な低下をもたらします。

大部分のDBMSは、ストアド・プロシージャという、データの格納場所にロジックを置くための理想的なツールを備えています。ストアド・プロシージャを呼び出して10個の行を更新するクライアントと、同じ行を取得および変更し、UPDATE文を送信してその変更をDBMSに保存するクライアントの間には、パフォーマンスに大きな違いがあります。

また、DBMSのドキュメントを参照して、DBMS内のキャッシュ・メモリーの管理について調べる必要もあります。一部のDBMS (Sybaseなど)は、DBMSに割り当てられた仮想メモリーを分割し、特定のオブジェクトがキャッシュの固定領域を独占的に使用できるようにする機能を備えています。この機能を使用すると、重要な表または索引をディスクから一度読み出しておくことで、ディスクに再度アクセスしなくてもすべてのクライアントがそれらを使用できるようになります。







組込みDBMSセット・ベース処理を使用する


SQLは、セット処理言語です。DBMSは、完全にセット・ベース処理を行うように設計されています。データベースの1行へのアクセスは、例外なくセット・ベースの処理より遅く、またDBMSによっては実装が不完全です。たとえば、従業員100名に関するデータが格納されている4つの表がある場合、全従業員について各表を一度に更新する方が、従業員1名ごとに各表を100回更新するより常に高速です。

あまりに複雑すぎて1行ずつ処理する以外に方法がないと考えられていた処理の多くが、セット・ベースの処理に書き換えられ、パフォーマンスの向上を実現しています。たとえば、ある有名な給与管理アプリケーションは、巨大で低速なCOBOLアプリケーションから、連続実行される4つのストアド・プロシージャに変換されました。この結果、マルチCPUマシンで何時間もかかった処理が、より少ないリソースで15分で実行できるようになりました。







問合せを効率化する


ユーザーからよく尋ねられる質問に、「特定の結果セットで返される行数はどのくらいか」というものがあります。すべての行を取り出さずに調べる唯一の方法は、次のようにcountキーワードを使用して同じ問合せを発行することです。


SELECT count(*) from myTable, yourTable where ... 


これにより、関連するデータには変更がなかった場合に、オリジナルの問合せが戻すべき行数が返されます。また関連するデータに影響を与えるその他のDBMSアクティビティが起きた場合に、問合せを実行すれば、実際の行数は変わります。

ただし、これはリソースを大量に消費する処理であることに注意してください。元の問合せによっては、DBMSは行を送信するのと同じくらいの処理を行って行をカウントする必要があります。

アプリケーションの問合せは、実際にどのようなデータが必要なのかをできる限り具体的に指定する必要があります。たとえば、まず一時表に抽出し、カウントだけを返し、次に限定された2番目の問合せを送信して一時表内の行のサブセットだけを返すようにします。

クライアントが本当に必要なデータだけを抽出することが、きわめて重要です。ISAM (リレーショナル・データベース以前のアーキテクチャ)から移植された一部のアプリケーションでは、実際に必要なのは最初の数行だけであっても、表内のすべての行を選択する問合せが送信されます。また、最初に取得する行を得るために「sort by」句を使用するアプリケーションもあります。このようなデータベース問合せは、パフォーマンスを不必要に低下させます。

SQLを適切に使用すると、こうしたパフォーマンス上の問題を回避できます。たとえば、高額給与の社員のうち上位3人だけのデータが必要な場合、問合せを適切に行うには相関サブ問合せを使用します。表4-1に、次のSQL文で返される表全体を示します。


select * from payroll 





表4-1 返されたすべての結果

	名前	給与
	
Joe

	
10


	
Mike

	
20


	
Sam

	
30


	
Tom

	
40


	
Jan

	
50


	
Ann

	
60


	
Sue

	
70


	
Hal

	
80


	
May

	
80








相関サブ問合せ


select p.name, p.salary from payroll p 
where 3 >= (select count(*) from payroll pp 
where pp.salary >= p.salary);


表4-2に示すように、この問合せでは、より絞り込まれた結果が返されます。




表4-2 サブ問合せの結果

	名前	給与
	
Sue

	
70


	
Hal

	
80


	
May

	
80








この問合せでは、上位3名の高所得者の名前と給与が登録された3行だけが返されます。この問合せでは、給与表全体をスキャンし、次に各行について内部ループで給与表全体を再スキャンして、ループの外でスキャンした現在の行より高額の給与が何件あるかを調べます。この処理は複雑なように見えるかもしれませんが、DBMSはこの種の処理ではSQLを効率的に使用するように設計されています。







トランザクションを単一バッチにする


可能な限り、一連のデータ処理を収集し、更新トランザクションを次のような単一の文で発行してください。


BEGIN TRANSACTION 
   UPDATE TABLE1... 
   INSERT INTO TABLE2 
   DELETE TABLE3 
COMMIT


この方法により、別個の文とコミットを使用するよりもパフォーマンスが向上します。バッチ内で条件ロジックと一時表を使用する場合でも、DBMSはさまざまな行と表に必要なすべてのロックを取得し、ワン・ステップで使用および解放するので、この方法は望ましいと言えます。別個の文とコミットを使用すると、クライアントとDBMS間の転送が増加し、DBMS内のロック時間が長くなります。こうしたロックにより、他のクライアントはそのデータにアクセスできなくなり、複数の更新がさまざまな順序で表を更新できるかによって、デッドロックが発生する可能性があります。

警告: 一意キー制約の違反などによって上記のトランザクション中の任意の文が適切に実行されなかった場合は、条件SQLロジックを追加して文の失敗を検出し、トランザクションをコミットせずにロールバックする必要があります。上の例の場合、INSERT文が失敗すると、ほとんどのDBMSは挿入の失敗を示すエラー・メッセージを返しますが、2番目と3番目の文の間でメッセージを取得したかのように動作して、コミットが行われてしまいます。Microsoft SQL Serverには、SQL set xact_abort onの実行によって有効となる接続オプションがあります。このオプションを使用すると、文が失敗した場合にトランザクションが自動的にロールバックされます。







DBMSトランザクションがユーザー入力に依存しないようにする


アプリケーションで、「BEGIN TRAN」と、更新のために行または表をロックするSQLを送信する場合、ユーザーのキー入力がなければトランザクションをコミットできないようにアプリケーションを設計することは避けます。ユーザーがキー入力をせずに昼食に出かけてしまうと、ユーザーが戻ってくるまでDBMS全体がロックされてしまいます。

トランザクションの作成と完了にユーザー入力が必要な場合は、オプティミスティック・ロックを使用します。簡単に言えば、オプティミスティック・ロックでは問合せと更新でタイムスタンプとトリガーが使用されます。問合せは、トランザクション中にデータをロックすることなく、タイムスタンプ値を持つデータを選択し、そのデータに基づいてトランザクションを準備します。

更新トランザクションがユーザー入力によって定義されると、そのデータはタイムスタンプと共に単一の送信として送られます。これにより、そのデータが最初に取り出したデータと同じであることを確認できます。トランザクションが正常に実行されると、変更されたデータのタイム・スタンプが更新されます。別のユーザーからの更新トランザクションによって現在のトランザクションが処理するデータが変更された場合、タイム・スタンプが変更され、現在のトランザクションは拒否されます。ほとんどの場合、関連データが変更されることはないので通常トランザクションは正常に実行されます。あるトランザクションが失敗すると、アプリケーションは更新されたデータをもう一度フェッチして、必要に応じてトランザクションを再作成するよう通知します。







同位置更新を使用する


データ行の同位置での更新は、行の移動より非常に高速です。行の移動は、更新処理で表設計の許容範囲を超えるスペースが必要な場合に行う必要があります。必要なスペースを持つ行を最初から設計しておけば、更新は早くなります。ただし、表に必要なディスク空間は大きくなります。ディスク・スペースのコストは低いので、パフォーマンスが向上するのであれば、使用量を少しだけ増やすことは価値ある投資だと言えるでしょう。







操作データをできるだけ小さくする


アプリケーションによっては、操作データを履歴データと同じ表に格納するものもあります。時間の経過と共に履歴データが蓄積されていくと、すべての操作問合せでは、新しいデータを取得するために(日々の作業では)役に立たないデータを大量に読み取らなければなりません。これを回避するには、過去のデータを別の表に移動し、まれにしか発生しない履歴問合せのためにこれらの表を結合します。これを行うことができない場合、最も頻繁に使用されるデータが論理的および物理的に配置されるよう、表を索引処理およびクラスタリングします。







パイプラインと並行処理を使用する


DBMSは、さまざまな作業を大量に処理するときに最も能力を発揮します。DBMSの最も不適切な使い方は、1つの大規模なシングル・スレッド・アプリケーション用のダム・ファイル・ストレージとして使用することです。容易に区別できる作業サブセットを扱う大量の並行処理をサポートするようアプリケーションとデータを設計すれば、そのアプリケーションはより高速になります。処理に複数のステップがある場合、先行ステップが完了するまで次のステップを待つのではなく、いずれかの先行ステップが処理を終えた部分のデータに対して後続ステップが処理を開始できるようにアプリケーションを設計します。これは常に可能であるとは限りませんが、このことに留意してプログラムを設計すると、パフォーマンスを大幅に向上させることができます。













5 WebLogicブランドのDataDirectドライバの使用


この章では、WebLogic Server インストールに含まれるWebLogicブランドDataDirectドライバについて説明します。

この章には次の項が含まれます:

	
DataDirectドキュメントの使用


	
JDBC仕様の準拠


	
インストール


	
サポートされるドライバとデータベース


	
WebLogic JDBCデータ・ソースを介した接続


	
独自のJDBCコードの開発


	
接続プロパティの指定


	
IPアドレスの使用


	
Javaセキュリティ・マネージャに必要なパーミッション


	
MS SQLServerユーザーの場合








DataDirectドキュメントの使用


DB2、Informix、MS SQL ServerおよびSybaseに対してDataDirectドライバのWebLogicバージョンが提供されます。WebLogic Server環境でのWebLogicブランドDataDirectドライバの構成と使用の方法は、この後の項を参照してください。これらのドライバの詳細は、http://www.datadirect.com/index.htmlの『Progress DataDirect for JDBC User's Guide Release 5.1』および『Progress DataDirect for JDBC Reference Release 5.1』を参照してください。DataDirectドキュメントを使用するとき、該当する場合には次のように調整する必要があります。

	
URL: 「datadirect」のかわりに「weblogic」を使用します。


	
インストール・ディレクトリ: WebLogicブランドDataDirectドライバの完全修飾されたインストール・ディレクトリはORACLE_HOME\oracle_common\modules\datadirectです。










JDBC仕様の準拠


WebLogicブランドのData Directドライバは、JDBC 4.0仕様に準拠しています。


注意:

様々なベンダーのドライバ使用時のWebLogic Server動作を比較したとき、ドライバがJDBCに準拠していても、ベンダーが異なる仕様と解釈したり特定の状況に対して異なる実装を提供したりする可能性があることを忘れないようにしてください。

たとえば: WebLogicブランドSQL Serverドライバの使用時に、スキーマが0から256の範囲を定義しているTINYINT列に負の値(-100)を入力する場合、このドライバは例外をスローします。ところが、Microsoft SQL Serverドライバは負の記号を無視します。









インストール


WebLogicブランドDataDirectドライバは、WebLogic ServerとともにORACLE_HOME\oracle_common\modules\datadirectフォルダにインストールされます。ORACLE_HOMEはWebLogic Serverのインストール先ディレクトリです。ドライバjarファイルはweblogic.jarのマニフェスト・クラスパスに含まれているので、ドライバは自動的にサーバーのクラスパスに追加されます。


注意:

WebLogic Serverの完全インストールを実行すると、WebLogicブランドDataDirectドライバがデフォルトでインストールされます。カスタム・インストールを選択した場合は、WebLogic JDBCドライバ・オプションが選択されている(チェック・ボックスがオンになっている)ことを確認してください。このオプションが選択されていない場合、ドライバはインストールされません。



WebLogicブランドDataDirectドライバはWebLogicのクライアントjarファイル(wlclient.jarなど)のマニフェスト・クラスパスには含まれていません。WebLogicクライアントでドライバを使用するには、以下のファイルをクライアントにコピーし、クライアントのクラスパスに追加する必要があります。

	
DB2の場合: wldb2.jar


	
Informixの場合: wlinformix.jar


	
MS SQL Serverの場合: wlsqlserver.jar


	
Sybaseの場合: wlsybase.jar










サポートされるドライバとデータベース



ドライバとデータベースのサポートの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.htmlを参照してください。









WebLogic JDBCデータ・ソースを介した接続


WebLogic Server構成にJDBCデータ・ソースを作成してから、このJDBCドライバを選択してデータ・ソース内に物理的なデータベース接続を作成します。それによって、アプリケーションがJNDIツリーでデータ・ソースをルック・アップして、接続を要求できるようになります。

関連情報については、以下を参照してください。

	
WebLogic ServerのJDBCおよびデータ・ソースの詳細は、『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』を参照してください。


	
データ・ソースからの接続のリクエストについては、『Oracle WebLogic Server JDBCアプリケーションの開発』のDataSourceを使用したクライアント接続の取得に関する項を参照してください。










独自のJDBCコードの開発


コードがWebLogic Serverのクラスパス/環境で実行されるかぎり、WebLogicブランドDataDirectドライバを使用する、独自のJDBCコードを開発して使用できます。







接続プロパティの指定


データ・ソースの接続の接続プロパティは、WebLogic Server管理コンソール、コマンド行インタフェース、またはJMX APIを使用して指定します。接続プロパティはDBMSによって異なります。各WebLogicブランドDataDirectドライバ固有の接続プロパティのリストは、『Progress DataDirect for JDBC User's Guide』の該当するドライバの「Connection Properties」を参照してください。







IPアドレスの使用


WebLogicブランドDataDirectドライバは、IPv4およびIPv6形式のInternet Protocol (IP)アドレスをサポートしています。これは、『Progress DataDirect for JDBC User's Guide Release 5.1』(http://www.datadirect.com/index.html)で説明されています。WebLogic環境では、URLのjdbc:datadirectの部分がjdbc:weblogicに変換されるだけです。たとえば、次の接続URLでは、IPv4形式でサーバーを指定しています。

jdbc:weblogic:db2://123.456.78.90:50000;DatabaseName=jdbc;User=test; Password=secret







Javaセキュリティ・マネージャに必要なパーミッション


Javaセキュリティ・マネージャを有効にした状態でWebLogicブランドDataDirectドライバを使用する場合は、ドメインのセキュリティ・ポリシー・ファイルに特定のパーミッションを設定する必要があります。WebLogic Serverには、編集および使用可能なサンプル・セキュリティ・ポリシー・ファイルが用意されています。このファイルはORACLE_HOME\wlserver\server\libにあります。weblogic.policyファイルには、ドライバに必要なほとんどすべてのパーミッションが含まれています。

weblogic.policyファイルを変更せずに使用する場合は、それ以上のパーミッションを付与する必要はありません。別のセキュリティ・ポリシー・ファイルを使用する場合や、追加の権限を必要とするドライバ機能を使用する場合は、『Progress DataDirect for JDBC User's Guide Release 5.1』(http://www.datadirect.com/index.html)を参照して必要となる権限を追加してください。ORACLE_HOME\oracle_common\modules\datadirectをinstall_dirとして使用します。ORACLE_HOMEはWebLogic Serverのインストール先ディレクトリです。

WebLogic ServerでJavaセキュリティ・マネージャを使用する場合は、『WebLogicセキュリティ・サービスによるアプリケーションの開発』のJavaセキュリティを使用したWebLogicリソースの保護に関する項を参照してください。







MS SQLServerユーザーの場合


ここでは、DataDirect MS SQL Serverドライバを使用する際のMS SQLServerの構成に関する追加情報を説明します。

	
MS SQLServer XA DLLのインストール


	
MS SQLServerでのinstjdbc.sqlの使用








MS SQLServer XA DLLのインストール


WebLogic Serverでは、MS SQL Server用に次のXA dllが提供されます。

	
sqljdbc.dll: 32ビットWindows


	
64sqljdbc.dll: 64ビットWindows


	
X64sqljdbc.dll: X64プロセッサ




インストールするには、次の手順に従います。

	
ORACLE_HOME\oracle_common\modules\datadirectディレクトリに移動します。


	
設定の詳細は以下のとおりです。

	
32ビットWindowsシステムではsqljdbc.dllファイルをインストールします。


	
64ビットWindowsシステムでは、64sqljdbc.dllファイルをコピーして名前をsqljdbc.dllに変更してから、sqljdbc.dllファイルをインストールします。


	
X64プロセッサでは、X64sqljdbc.dllファイルをコピーして名前をsqljdbc.dllに変更してから、sqljdbc.dllファイルをインストールします。













MS SQLServerでのinstjdbc.sqlの使用



ストアド・プロシージャをMS SQLServerバージョン2008以上にインストールするDataDirect instjdbc.sqlスクリプトの一部のバージョンにエラーが含まれることがわかっています。回避策として、instjdbc.sqlスクリプト内でdump tran master with no_logのすべてのインスタンスをDBCC SHRINKFILE(mastlog, 1)で置き換えてください。















6 WebLogicラッパー・ドライバの使い方


この章では、非推奨のWebLogicラッパー・ドライバをWebLogic Serverで使用する方法について説明します。


注意:

新しいアプリケーションでは、DataSourceオブジェクトを使ってデータベース接続を取得することをお薦めします。DataSourceオブジェクトをJNDIツリーと一緒に使用して、データ・ソース内のプールされた接続にアクセスしてデータベース接続を取得できます。WebLogicラッパー・ドライバは非推奨になっています。JDBC 1.x APIを使用した既存のアプリケーションまたはレガシー・アプリケーションの場合は、WebLogicラッパー・ドライバを使用してデータベース接続を取得できます。



この章には次の項が含まれます:

	
WebLogic RMIドライバの使い方(非推奨)


	
WebLogic JTSドライバの使い方(非推奨)








WebLogic RMIドライバの使い方(非推奨)



注意:

RMIドライバ・クライアント機能は非推奨で、将来のリリースでは削除されます。WLConnectionおよびWLDataSourceで公開される機能は、RMIドライバ・クライアントによってサポートされません。



RMIドライバ・クライアントは、DataSourceオブジェクトをルックアップすることで、DBMSへの接続を確立します。このルックアップは、Java Naming and Directory Interface (JNDI)ルックアップを使うか、またはクライアントに代わってJNDIルックアップを実行するWebLogic Serverを直接呼び出すことにより実行されます。

RMIドライバは、WebLogic t3ドライバ(このリリースでは非推奨)とPoolドライバ(非推奨)の機能に取って代わるもので、独自のt3プロトコルではなくJava標準のRemote Method Invocation (RMI)を使用してWebLogic Serverに接続します。

RMI実装の詳細はドライバによって自動的に処理されるため、WebLogic JDBC/RMIドライバを使用するためにRMIの知識は必要ではありません。





RMIドライバ・クライアントの相互運用性


以前のWebLogic Serverリリースとの相互運用性は限られています。参加者(クライアントとサーバーまたはサーバーとサーバー)は、同じメジャー・リリースである必要があります。初期の10.xクライアントは、ucp.jarをCLASSPATHに追加することで、新しいポイント・リリースやパッチ・セット・リリースと相互運用するように更新できます。







WebLogic RMIドライバのセキュリティ考慮事項


WebLogic Server 10.3.2.0よりも前には、RMIドライバ・クライアントではDataSourceオブジェクトへの未許可のRMIアクセスが可能であり、セキュリティの潜在的な脆弱性となっていました。クライアントのデータベースへのアクセスが管理されない場合があるためです。このような環境ではRMIドライバ・クライアントをWebLogicデータ・ソースと置き換えること、RMIドライバ・クライアントが使用される場合には強力なネットワーク・セキュリティ手段を実装することをお薦めします。

WebLogic Server 10.3.2.0以上のドメインにおけるサーバーでは、DataSourceオブジェクトへのRMIアクセスはweblogic.jdbc.remoteEnabledシステム・プロパティによってサーバー・レベルで制御されます。デフォルトでは有効になっています。RMIドライバ・クライアントがDataSourceオブジェクトにアクセスできないようにするには、weblogic.jdbc.remoteEnabledプロパティの値をfalseに設定します。RMIドライバ・クライアントをWebLogicデータ・ソースと置き換えること、RMIドライバ・クライアントが使用される場合には強力なネットワーク・セキュリティ手段を実装することをお薦めします。

WebLogic Server 10.3.6.0以上のドメインのサーバーでは、RMI JDBC SecurityパラメータをSecureに設定して、RMIドライバ・クライアントのDataSourceオブジェクトとの通信をサーバー・レベルで保護できます。

有効な値は次のとおりです。

	
Secure: リモート・クライアントおよびリモート・サーバーがRMI上で行うすべての着信JDBC呼出しが無効です。JTSを使用するすべての着信JDBC呼出しには管理者認証があります。匿名を含め他のすべてのサブジェクトは拒否されます。このオプションでは次のいずれかが必要です。

	
ドメイン内通信の場合: 構成済SSLリスニング・ポート。


	
ドメイン間通信の場合: 参加ドメイン間の構成済クロスドメイン・セキュリティ。『Oracle WebLogic Serverセキュリティの管理 12c (12.2.1)』のWebLogic Server間のクロスドメイン・セキュリティの有効化に関する項を参照してください。




セキュリティが構成されていない場合、すべての操作は例外が発生して失敗します。


	
Compatibility: アプリケーションのサブジェクトに対して安全でないチャネルを使用ます。また、RMIを使用してデータ・ソースにアクセスするとき管理者認証がありません。この設定は、RMIがデータ・ソースにアクセスする従来の実装の動作を反映しています。クライアントによるデータベースへのアクセスが管理されない場合があるため、セキュリティが潜在的に脆弱になります。この設定は、強固なネットワーク・セキュリティが設置されているときにのみ使用します。Compatibilityがデフォルト値です。




Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプのRMI JDBCセキュリティの有効化に関する項を参照してください。


注意:

weblogic.jdbc.remoteEnabledシステム・プロパティがfalseに設定されている場合、RMI JDBC Securityをオーバーライドし、既存のアプリケーションとの後方互換性を提供します。









WebLogic RMIドライバを使用するためのWebLogic Serverの設定


RMIドライバには、DataSourceオブジェクトを通してのみアクセスできます。DataSourceオブジェクトは、WebLogic Server管理コンソールで作成します。アプリケーションでRMIドライバを使用するには、まずWebLogic Server構成にDataSourceオブジェクトを作成します。







RMIドライバを使用するサンプル・クライアント・コード


RMIドライバを使用して、WebLogic Serverデータ・ソースからデータベース接続を取得し、使用する方法を以下のサンプル・コードに示します。





必要なパッケージをインポートする


RMIドライバを使用して、データベース接続を取得/使用する前に、次のパッケージをインポートします。


javax.sql.DataSource 
java.sql.*
java.util.*
javax.naming.*







データベース接続を取得する


WebLogic JDBC/RMIクライアントは、WebLogic Server管理コンソールで定義されたDataSourceからDBMSへの接続を取得します。クライアントは、以下の2通りの方法でDataSourceオブジェクトを取得できます。

	
JNDIルックアップを使用します。これが最も直接的で望ましい方法です。


	
Driver.connect()メソッドでDataSource名をRMIドライバに渡します。この場合、WebLogic Serverはクライアントに代わってJNDIルックアップを実行します。










JNDIルックアップを使用して接続を取得する


JNDIを使用してWebLogic RMIドライバにアクセスするには、DataSourceオブジェクトの名前をルックアップすることで、JNDIツリーからContextオブジェクトを取得します。たとえば、WebLogic Server管理コンソールで定義された「myDataSource」というDataSourceにアクセスするには、以下のようにします。


Context ctx = null;
  Hashtable ht = new Hashtable();
  ht.put(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY,
         "weblogic.jndi.WLInitialContextFactory");
  ht.put(Context.PROVIDER_URL,
         "t3://hostname:port");
  try {
    ctx = new InitialContext(ht);
    javax.sql.DataSource ds 
      = (javax.sql.DataSource) ctx.lookup ("myDataSource");
   java.sql.Connection conn = ds.getConnection();
   // You can now use the conn object to create 
   //  a Statement object to execute
   //  SQL statements and process result sets:
   Statement stmt = conn.createStatement();
   stmt.execute("select * from someTable");
   ResultSet rs = stmt.getResultSet(); 
   // Do not forget to close the statement and connection objects
   //  when you are finished:
 }
  catch (Exception e) {
    // a failure occurred
    log message;
  }
} finally {    
  try { 
    ctx.close(); 
  } catch (Exception e) {
     log message; }
  try { 
    if (rs != null) rs.close(); 
  } catch (Exception e) {  
     log message; }
  try { 
    if (stmt != null) stmt.close(); 
  } catch (Exception e) {  
     log message; }
  try { 
    if (conn != null) conn.close(); 
  } catch (Exception e) {  
     log message; }
}


(hostnameはWebLogic Serverが稼働するマシンの名前、portはそのマシンにおいて接続リクエストをリスニングするポートの番号です。)

この例では、ハッシュ表オブジェクトを使用して、JNDIルックアップに必要なパラメータを渡しています。JNDIルックアップを実行するには他の方法もあります。詳細は、『Oracle WebLogic Server JNDIアプリケーションの開発』を参照してください。

ルックアップの失敗を捕捉するためにJNDIルックアップがtry/catchブロックで包まれている点、コンテキストがfinallyブロックの中で閉じられている点に留意します。


注意:

ベンダー固有のインタフェースにアクセスできる可能性があります。これはベンダー・インタフェースにキャストすることで、RMIなしで実行されます。例:


OracleConnection oc = (OracleConnection) cconn;


これは、ベンダー・インタフェースがSerializableでない場合には正常に動作しない可能性があります。サーバーがクライアントとして動作している場合、生成されたRMIクラスが使用できるように、サーバーでnetworkClassLoadingEnabledをtrueに設定します(スタンドアロン・クライアントのデフォルトはtrueです)。









WebLogic RMIドライバだけを使用してデータベース接続を取得する


DataSourceオブジェクトをルックアップしてデータベース接続を取得する代わりに、Driver.connect()メソッドを使用してWebLogic Serverにアクセスできます。この場合は、JDBC/RMIドライバによってJNDIルックアップが実行されます。WebLogic Serverにアクセスするには、WebLogic ServerのURLとDataSourceオブジェクトの名前を定義するパラメータをDriver.connect()メソッドに渡します。たとえば、WebLogic Server管理コンソールで定義された「myDataSource」というDataSourceにアクセスするには、以下のようにします。


java.sql.Driver myDriver = (java.sql.Driver)
  Class.forName("weblogic.jdbc.rmi.Driver").newInstance();
String url = "jdbc:weblogic:rmi";
java.util.Properties props = new java.util.Properties();
props.put("weblogic.server.url", "t3://hostname:port");
props.put("weblogic.jdbc.datasource", "myDataSource");
java.sql.Connection conn = myDriver.connect(url, props);


(hostnameはWebLogic Serverが稼働するマシンの名前、portはそのマシンにおいて接続リクエストをリスニングするポートの番号です。)

また、JNDIユーザー情報を設定するために使用する以下のプロパティも定義できます。

	
weblogic.user - ユーザー名を指定します。


	
weblogic.credential - weblogic.userのパスワードを指定します。












WebLogic RMIドライバによる行キャッシング



行キャッシングは、アプリケーションのパフォーマンスを向上させるためのWebLogic Server JDBC機能です。通常、クライアントでResultSet.next()を呼び出すと、WebLogic ServerではDBMSから単一行を取得し、これをクライアントJVMに転送します。行キャッシングが有効になっていると、ResultSet.next()を1回呼び出すだけで複数のDBMS行が取得され、これらがクライアント・メモリーにキャッシュされます。行キャッシングを行うと、データ取得のための通信の回数が減ることでパフォーマンスが向上します。


注意:

クライアントとWebLogic Serverが同じJVMにある場合、行キャッシングは実行されません。



行キャッシングは、データ・ソース属性の「行のプリフェッチを有効化」で有効または無効にできます。また、ResultSet.next()の呼出しごとに取得される行の数は、データ・ソース属性の「プリフェッチする行のサイズ」で設定します。データ・ソースの属性は、WebLogic Server管理コンソールで設定します。行キャッシングを有効にして、データ・ソースに「プリフェッチする行のサイズ」属性を設定するには、次の手順に従います:

	
まだ実行していない場合は、WebLogic Server管理コンソールのチェンジ・センターで「ロックして編集」をクリックします。


	
「ドメイン構造」ツリーで「サービス」>「JDBC」を展開し、「データ・ソース」を選択します。


	
「データ・ソースの概要」ページでデータ・ソース名をクリックします。


	
「構成: 一般」タブを選択してから、次を実行します:

	
「行のプリフェッチを有効化」チェック・ボックスを選択します。


	
「プリフェッチする行のサイズ」に、ResultSet.next()の呼出しごとにキャッシュする行の数を入力します。





	
「保存」をクリックします。


	
WebLogic Server管理コンソールのチェンジ・センターで「変更のアクティブ化」をクリックしてこれらの変更をアクティブ化します。




Oracle WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプの「JDBCデータ・ソース: 構成: 一般」ページを参照してください。







WebLogic RMIドライバによる行キャッシングの重要な制限事項


RMIドライバを使用して行キャッシングを実装する場合は、以下の制限事項があることに注意してください。

	
行キャッシングは、結果セット型がTYPE_FORWARD_ONLYおよびCONCUR_READ_ONLYの両方である場合にのみ実行されます。


	
結果セットのデータ型によっては、その結果セットのキャッシングが無効である場合があります。これには以下が含まれます。

	
LONGVARCHAR/LONGVARBINARY


	
NULL


	
BLOB/CLOB


	
ARRAY


	
REF


	
STRUCT


	
JAVA_OBJECT





	
行キャッシングが有効で、その結果セットに対してアクティブな場合、一部のResultSetメソッドはサポートされません。そのほとんどは、ストリーミング・データ、スクロール可能な結果セット、または行キャッシングがサポートされていないデータ型に関係しています。これには以下が含まれます。

	
getAsciiStream()


	
getUnicodeStream()


	
getBinaryStream()


	
getCharacterStream()


	
isBeforeLast()


	
isAfterLast()


	
isFirst()


	
isLast()


	
getRow()


	
getObject (Map)


	
getRef()


	
getBlob()/getClob()


	
getArray()


	
getDate()


	
getTime()


	
getTimestamp()















グローバル・トランザクション使用時の制限事項


グローバル・トランザクション内におけるRowSetの取得は、Fetch Out Of Sequency例外によって失敗することがあります。例:

	
RMI呼出しが返ると、グローバル・トランザクションはサーバー・インスタンスによって自動的に中断されます。


	
JDBCドライバは、保留中のResultSetオブジェクトを無効化して、システム・リソースを解放します。


	
クライアントは、無効化されたResultSetからデータを読み出そうとします。


	
データがプリフェッチされていなかった場合、Fetch Out Of Sequency例外がスローされます。プリフェッチされる行数はベンダーによって異なるため、特に1行または2行での作業を行っているのであれば、この問題が生じる場合と生じない場合があります。




この例外が発生した場合は、必ずRowSetをサーバー側で取得し、その後それをクライアントにシリアライズして戻すようにします。









WebLogic JTSドライバの使い方(非推奨)


JTS (Java Transaction Services)ドライバは、WebLogic Server内で実行中のアプリケーションからデータ・ソースやグローバル・トランザクションへのアクセスを提供する、サーバー側Java JDBC (Java Database Connectivity)ドライバです。データベースへの接続はデータ・ソースから行われ、アプリケーションに代わってデータベース管理システム(DBMS)に接続するためにWebLogic Server内のJDBCドライバが使用されます。アプリケーションでは、データ・ソースから取得した接続へのアクセスにJTSドライバが使用されます。

WebLogic Server ではまた、非XAのJDBCドライバを使用するデータ・ソースからの接続がグローバル・トランザクションに参加する際に、JTSドライバが内部的に使用されます(ロギング・ラスト・リソースおよび2フェーズ・コミットのエミュレート)。この動作により、非XAのリソースがXAをエミュレートし、2フェーズ・コミット・トランザクションに参加できるようになります。『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理』のJDBCデータ・ソース・トランザクション・オプションに関する項を参照してください。


注意:

ロギング・ラスト・リソース(LLR)を使用する接続に参加するとき、WebLogic Server JTSドライバではT3プロトコルしかサポートされません。



トランザクションが開始されると、同じデータ・ソースから接続を取得する実行スレッドのすべてのデータベース操作で、そのデータ・ソースからの同じ接続が共有されます。これらの操作は、Enterprise JavaBean (EJB)やJava Messaging Service (JMS)のようなサービスを通じて、または標準JDBC呼出しを使用して直接SQLを送信することにより行うことができます。これらの操作すべては、デフォルトでは同じ接続を共有し、同じトランザクションに参加します。トランザクションがコミットまたはロールバックされると、接続はプールに返されます。

JavaクライアントはJTSドライバ自身を登録しない場合もありますが、Remote Method Invocation (RMI)を介してトランザクションに参加することができます。あるクライアントの1つのスレッド内でトランザクションを開始し、そのクライアントにリモートRMIオブジェクトを呼び出させることができます。リモート・オブジェクトによって実行されるデータベース操作は、そのクライアント上で開始されたトランザクションの一部分になります。そのリモート・オブジェクトがそれを呼び出したクライアントに戻されたら、そのトランザクションをコミットまたはロールバックできます。リモート・オブジェクトによって実行されるデータベース操作は、すべて必ず同一のデータ・ソースを使用して、同一のトランザクションの一部になる必要があります。

JTSドライバおよびアプリケーションがグローバル・トランザクションに参加するためには、アプリケーションはグローバル・トランザクション内でconn = myDriver.connect("jdbc:weblogic:jts", props);を呼び出す必要があります。トランザクションが完了する(コミットまたはロールバックされる)と、接続はデータ・ソースに返されます。別のグローバル・トランザクションで接続を使用する場合、アプリケーションは新しいグローバル・トランザクション内で再度conn = myDriver.connect("jdbc:weblogic:jts", props);を呼び出す必要があります。





JTSドライバを使用するサンプル・クライアント・コード



JTSドライバを使用するには、まずWebLogic Server管理コンソールを使用してWebLogic Serverにデータ・ソースを作成する必要があります。

次に、サーバー側アプリケーションからJTSトランザクションを作成して使用する方法について説明します。ここでは、「myDataSource」というデータ・ソースを使用します。




	以下のクラスをインポートします。


import javax.transaction.UserTransaction;
import java.sql.*;
import javax.naming.*;
import java.util.*;
import weblogic.jndi.*;




	UserTransactionクラスを使用してトランザクションを確立します。JNDIツリー上でこのクラスをルックアップできます。UserTransactionクラスは、現在の実行スレッド上のトランザクションを制御します。このクラスはトランザクション自身を表さないことに注意してください。このトランザクションの実際のコンテキストは、現在の実行スレッドに関連付けられています。


Context ctx = null;
Hashtable env = new Hashtable();
 
env.put(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY,
         "weblogic.jndi.WLInitialContextFactory");
 
// Parameters for the WebLogic Server. 
// Substitute the correct hostname, port number 
// user name, and password for your environment:
env.put(Context.PROVIDER_URL, "t3://localhost:7001"); 
env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, "Fred");
env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, "secret");
 
ctx = new InitialContext(env);
 
UserTransaction tx = (UserTransaction)
  ctx.lookup("javax.transaction.UserTransaction");




	現在のスレッドのトランザクションを開始します。


// Start the global transaction before getting a connection
tx.begin();




	JTSドライバをロードします。


Driver myDriver = (Driver)
 Class.forName("weblogic.jdbc.jts.Driver").newInstance();




	データ・ソースから接続を取得します。


Properties props = new Properties();
props.put("connectionPoolID", "myDataSource");

conn = myDriver.connect("jdbc:weblogic:jts", props); 




	データベース操作を実行します。これらの操作は、EJB、JMS、および標準JDBC文など、データベース接続を使用するどのサービスでも実行できます。これらの操作では、必ずJTSドライバを使用して、手順3で開始したトランザクションと同じデータ・ソースにアクセスすることによって、このトランザクションに参加するようにします。

JTSドライバを使用する追加のデータベース操作で、手順5で指定したデータ・ソースと異なるデータ・ソースを使用すると、そのトランザクションをコミットまたはロールバックしようとしたときに例外が発生します。




	接続オブジェクトを閉じます。接続を閉じても、それでトランザクションがコミットされるわけでも、その接続がプールに戻されるわけでもないことに注意してください。


conn.close();




	そのトランザクションをコミットまたはロールバックすることにより、トランザクションを完了します。JTSドライバは、現在のスレッドに存在するすべての接続オブジェクトのすべてのトランザクションをコミットし、接続をプールに返します。


tx.commit();
 
// or:
 
tx.rollback();


















7 JDBCドライバでのAPI拡張機能の使い方


この章では、API拡張機能の使用およびOracle Thin Driverでのバッチ処理など、サードパーティのJDBCドライバを設定および使用する方法について説明します。

この章には次の項が含まれます:

	
JDBCインタフェースのAPI拡張機能の使い方


	
Oracle JDBCタイプでのAPI拡張機能の使用


	
Oracle Thin Driverでのバッチ処理の使用


	
Oracle Thin Driverを使用したJavaセキュリティ・マネージャの使用








JDBCインタフェースのAPI拡張機能の使い方



Oracleを含む一部のデータベース・ベンダーでは、DBMSを使用するデータベースのデータを操作するための独自のメソッドが追加されています。これらのメソッドは、標準のJDBCインタフェースを拡張したものです。WebLogic Serverは、ベンダーのJDBCドライバでパブリック・インタフェースとして公開されているすべての拡張機能メソッドをサポートします。

JDBCドライバで公開されている拡張機能メソッドを使用するには、アプリケーション・コードに次のような手順を組み込む必要があります。





	
データ・ソースでの接続の作成に使用するJDBCドライバから、ドライバ・インタフェースをインポートします。


	
データ・ソースから接続を取得します。


	
接続オブジェクトをベンダーの接続インタフェース型にキャストします。


	
ベンダーのドキュメントで説明されているとおりにAPI拡張機能を使用します。


	
ルックアップの失敗を捕捉するためにJNDIルックアップをtry/catchブロックでラップし、コンテキストをfinallyブロックで閉じるようにします。




次の各項では、API拡張機能の使用方法およびサポートしているサンプル・コードについて説明します。特定のJDBCドライバの特定の拡張機能メソッドについては、JDBCドライバ・ベンダーのドキュメントを参照してください。







JDBCインタフェースのAPI拡張機能へのアクセス方法を示すサンプル・コード


以下のサンプル・コードでは、Oracle Thin Driverで利用できる拡張機能メソッドを使用して、JDBCのAPI拡張機能の使用方法を示します。使用するJDBCドライバで公開されているメソッドに合わせて、これらの例を修正することができます。





API拡張機能へアクセスするパッケージをインポートする


データ・ソースでの接続の作成に使用するJDBCドライバから、インタフェースをインポートします。この例ではOracle Thin Driverのインタフェースを使用します。


import java.sql.*;
import java.util.*;
import javax.naming.Context;
import javax.naming.InitialContext;
import javax.sql.DataSource;
import oracle.jdbc.*;
// Import driver interfaces. The driver must be the same driver
// used to create the database connection in the data source.







接続を取得する


JNDI、DataSource、およびデータ・ソース・オブジェクトを使用してデータベース接続を確立します。


// Get a valid DataSource object for a data source.
// Here we assume that getDataSource() takes 
// care of those details.
javax.sql.DataSource ds = getDataSource(args);
// get a java.sql.Connection object from the DataSource
java.sql.Connection conn = ds.getConnection();







接続をベンダーの接続としてキャストする


接続を取得したら、ベンダーの接続の形にキャストできます。この例ではOracle Thin DriverのOracleConnectionインタフェースを使用します。


OracleConnection = (oracle.jdbc.OracleConnection)conn;







API拡張機能を使用する


次のコードでは、Oracle Thin Driverで使用できるOracleのRowPrefetchの使い方を示します。


例7-1 API拡張機能を使用する


// Cast to OracleConnection and retrieve the 
// default row prefetch value for this connection.
int default_prefetch = 
   ((oracle.jdbc.OracleConnection)conn).getDefaultRowPrefetch();
// Cast to OracleStatement and set the row prefetch
// value for this statement. Note that this
// prefetch value applies to the connection between
// WebLogic Server and the database.
      ((oracle.jdbc.OracleStatement)stmt).setRowPrefetch(20);
// Perform a normal sql query and process the results...
String query = "select empno,ename from emp";
java.sql.ResultSet rs = stmt.executeQuery(query);
while(rs.next()) {
   java.math.BigDecimal empno = rs.getBigDecimal(1);
   String ename = rs.getString(2);
   System.out.println(empno + "\t" + ename);
}
rs.close();
stmt.close();
conn.close();
conn = null;
. . .













Oracle JDBCタイプでのAPI拡張機能の使用


JDBCが実装されたときに、Oracle JDBCタイプのインタフェースを使用するかわりに具象クラスが使用されました。具象クラスを使用すると多くのデメリットがあります。11.2.0.3ドライバでは、Oracleタイプに対応する新しいインタフェースがあります。現在、具象クラスによって、パッケージoracle.jdbcのパブリック・インタフェースが実装されています。プログラマは可能な場合にはjava.sqlに公開されたメソッドを使用する必要があります。Oracle拡張機能メソッドについては、oracle.jdbcを使用します。

WebLogic Serverでは、具象クラスの制限に対処するために使用される、対応するインタフェースを暫定的に実装しました。これらは現在非推奨となったため、対応するoracle.jdbcインタフェースで置き換える必要があります。

Databaseバージョン11.2.0.3では、インタフェースがあるのは次のタイプです。




	古いOracleタイプ	非推奨WLSインタフェース	新しいインタフェース
	
oracle.sql.ARRAY

	
weblogic.jdbc.vendor.oracle.OracleArray

	
oracle.jdbc.OracleArray


	
oracle.sql.STRUCT

	
weblogic.jdbc.vendor.oracle.OracleStruct

	
oracle.jdbc.OracleStruct


	
oracle.sql.CLOB

	
weblogic.jdbc.vendor.oracle.OracleThinClob

	
oracle.jdbc.OracleClob


	
oracle.sql.BLOB

	
weblogic.jdbc.vendor.oracle.OracleThinBlob

	
oracle.jdbc.OracleBlob


	
oracle.sql.REF

	
weblogic.jdbc.vendor.oracle.OracleRef

	
oracle.jdbc.OracleRef








新しいインタフェースを使用するためのコード変更は、難しくはありませんが注意深く行う必要があります。次の例ではoracle.sql.ARRAYが使用されます。他のタイプにも同様の変更が適用されます。推奨する変更は次のとおりです。

	
Import: 古いインタフェース(oracle.sqlまたはweblogic.jdbc.vendor.oracle)のかわりに新しいインタフェース(oracle.jdbc)を使用するように、import文を変更します。


	
Declaration: 可能な場合には宣言で標準のJavaインタフェースを使用します。Oracle拡張機能を使用する必要がある場合は、oracle.jdbcで新しいOracleインタフェースを使用します。


	
Methods: 可能な場合には標準のJavaインタフェースを使用します。

	
(Oracle Types): 可能な場合には標準のJavaインタフェースのメソッドを使用します。必要な場合は、Oracleインタフェースのメソッドをoracle.jdbcで使用します。


	
(Defines): getARRAYなどOracle固有のメソッドは使用しないでください。標準のJavaインタフェースがある場合は、かわりに標準のJavaメソッド(getArrayまたはgetObjectなど)を使用します。


	
(Binds): setARRAYなどOracle固有のメソッドは使用しないでください。標準のJavaインタフェースがあるメソッド場合は、かわりに標準のJavaメソッド(setARRAYまたはsetObjectなど)を使用します。







import文の置換は、findとsedを使用するスクリプトで実行できます。例:


find . -name "*.java" -exec egrep ... > files.list
 
for f in `cat files.list`; do
 
  cat $f |sed 's@^import oracle\.sql\.ARRAY@oracle\.jdbc.OracleArray@g' > /tmp/temp.txt
 
  mv /tmp/temp.txt $f
 
done


プログラマは、oracle.jdbc.OracleConnectionでファクトリ・メソッドを使用して、タイプのインスタンスを作成する必要があります。例:


int[] intArray = { 5, 7, 9};
 
oracle.sql.ArrayDescriptor aDescriptor = new   oracle.sql.ArrayDescriptor("SCOTT.TYPE1", connection);
 
oracle.sql.ARRAY array = new oracle.sql.ARRAY(aDescriptor, connection, intArray);


これを次のように変更します。


int[] intArray = { 5, 7, 9};
java.sql.Array array = connection.createOracleArray("SCOTT.TYPE1", intArray);



注意:

Oracleでは、匿名配列タイプはサポートされません。標準のConnection.createArrayOfメソッドもサポートされません。かわりに、前述の例に示すようにcreateOracleArrayを使用します。

一部のメソッドは次の理由により使用できなくなりました。

	
標準のメソッドまたはパブリック・メソッドを使用して同じ結果を実現できます。


	
メソッドが非推奨のタイプを参照しています。


	
メソッドに重要な価値がありません。




このようなケースでは、標準APIを使用するようにコードを変更する必要があります。







JDBCインタフェースのOracle Thin Driver拡張機能にアクセスするサンプル・コード


次の各サンプル・コードでは、次のインタフェースを含むOracle拡張機能のインタフェースにアクセスする方法を示します。

	
Array - 「Arrayによるプログラミング」を参照してください。


	
Struct - 「Structによるプログラミング」を参照してください。


	
Ref - 「Refによるプログラミング」を参照してください。


	
BlobおよびClob - 「ラージ・オブジェクトによるプログラミング」を参照してください。




WebLogic Serverとともにサーバーのサンプルをインストールするオプションを選択した場合は、JDBCサンプルで詳細なサンプル・コードを確認できます。詳細は、「JDBCサンプルとチュートリアル」を参照してください。


注意:

Array、StructおよびRefはサーバー側アプリケーションのみで使用できます。非推奨のJDBC over RMIインタフェースを使用して、リモート・クライアントでこれらにアクセスすることはできません。









Arrayによるプログラミング



WebLogic Serverのサーバー側アプリケーションでは、結果セット、またはJava配列として呼出し可能文を使用することにより、Oracle Collection (SQL Array)を実体化できます。

ArrayをWebLogic Serverアプリケーションで使用するには、次の手順に従います。




	必要なクラスをインポートします。
	接続を取得して、接続のための文を作成します。
	Arrayタイプおよびそのタイプを使用する表を作成し、その表に、配列を含むいくつかの行を作成します。
	結果セット、または呼出し可能文を使用してArrayを取得します。
	標準Javaメソッド(java.sql.Arrayとして使用)、またはOracle拡張機能メソッド(java.jdbc.OracleArrayにキャスト)を使用してデータを操作します。



次の各項では、これらのアクションの詳細について説明します。

	
Oracle拡張機能へアクセスするパッケージをインポートする


	
接続を確立する


	
データベースでArrayを作成する


	
Arrayを取得する


	
データベースでArrayを更新する


	
Oracle Array拡張機能メソッドを使用する










Oracle拡張機能へアクセスするパッケージをインポートする


この例で使用するSQLインタフェースおよびOracleインタフェースをインポートします。


import java.math.BigDecimal;
import java.sql.*;
import java.util.*;
import javax.naming.Context;
import javax.naming.InitialContext;
import javax.sql.DataSource;
import oracle.jdbc.*;







接続を確立する


JNDIとDataSourceオブジェクトを使用して、データベース接続を確立します。


// Get a valid DataSource object.
// Here we assume that getDataSource() takes 
// care of those details.
javax.sql.DataSource ds = getDataSource(args);
// get a java.sql.Connection object from the DataSource
java.sql.Connection conn = ds.getConnection();







データベースでArrayを作成する


最初に配列タイプ、およびそのタイプを使用する表を作成する必要があります。例:


Statement stmt = conn.createStatement();
 stmt.execute("CREATE TYPE TEST_SCORES AS VARRAY(10)OF   INT");
stmt.execute("CREATE TABLE STUDENTS (STUDENT_ID INT, NAME VARCHAR2(100), SCORES TEST_SCORES)");


次の例では、学生に関連付ける最大10のテスト・スコアを含む配列を作成します。

	
Arrayを含む行を作成します。Statementを使用するか、OracleConnection.createOracleArrayを使用してArrayを作成し、PreparedStatementで使用できます。


注意:

Oracleでは匿名配列タイプはサポートされないため、Connection.createArrayOfは使用できません。






	
行を2つ挿入します。最初の行ではSQL文を使用します。2つ目の行では、Arrayを作成してPreparedStatementにバインドします。





stmt.execute("INSERT INTO STUDENTS VALUES 1,'John Doe',TEST_SCORES(100,99))");
PreparedStatement pstmt = conn.prepareStatement("INSERT INTO STUDENTS VALUES (?,?,?)");
pstmt.setInt(1,2);
pstmt.setString(2,"Jane Doe");
int scores[] = {94, 95};
Array array = ((OracleConnection)conn).createOracleArray("TEST_SCORES",scores);
pstmt.setArray(3,array);
pstmt.execute();







Arrayを取得する


呼出し可能文、または結果セットにgetArray()メソッドを使用して、Java配列を取得できます。この配列をjava.sql.arrayとして使用することで標準のメソッドを利用できます。またoracle.jdbc.OracleArrayにキャストすることで、配列にOracle拡張機能メソッドを利用することもできます。

次の例では、Arrayを含む結果セットからjava.sql.Arrayを取得する方法を示します。この例では、クエリーにより、オブジェクト列(学生のテスト・スコアを示すArray)を含む結果セットが返されます。


ResultSet rs = null;
rs = stmt.executeQuery("SELECT * FROM STUDENTS");
while (rs.next()) {
  System.out.print("Name="+rs.getString(2)+": ");
  array = rs.getArray(3);
  BigDecimal scoresBD[] = (BigDecimal[])array.getArray();
  OracleArray oracleArray = (OracleArray)rs.getArray(3);
  scores = oracleArray.getIntArray();
  for (int i = 0; i < scores.length; i++) {
    System.out.print(""+scores[i]+" ");
  }
  System.out.println("");
}



注意:

整数の初期設定の戻り型はBigDecimalです。ArrayをOracleArrayにキャストし、Oracle拡張機能メソッドgetIntArray()を使用して整数値を戻すことができます。









データベースでArrayを更新する



データベースでArrayを更新するには、次の手順に従います。




	データベースで配列を作成します。「データベースでArrayを作成する」を参照してください。
	プリペアド文または呼出し可能文にsetArray()メソッドを使用して、データベース内の配列を更新します。次に例を示します。


String sqlUpdate = "UPDATE STUDENTS SET SCORES = ? WHERE STUDENT_ID = ?";
int newscores[] = {94, 95, 96};
pstmt = conn.prepareStatement(sqlUpdate);
array = ((OracleConnection)conn).createOracleArray("TEST_SCORES",newscores);
pstmt.setArray(1, array);
pstmt.setInt(2, 1);
pstmt.executeUpdate();












Oracle Array拡張機能メソッドを使用する


Arrayに対してOracle Thin Driver拡張機能メソッドを利用するには、まずこの配列をoracle.jdbc.OracleArrayにキャストします。これにより、標準のメソッドに加えて、Arrayに対してOracle Thin Driver拡張機能メソッドを呼び出せるようになります。例:


OracleArray oracleArray = (OracleArray)rs.getArray(3);
String sqltype = oracleArray.getSQLTypeName();









Structによるプログラミング



WebLogic Serverアプリケーションでは、Oracleデータベースからオブジェクトにアクセスしたり、オブジェクトを操作したりできます。Oracleデータベースからオブジェクトを検索したら、カスタムJavaオブジェクトまたはStruct (java.sql.Structあるいはoracle.jdbc.OracleStruct)のいずれかとしてオブジェクトをキャストできます。Structは、アプリケーション中のカスタム・クラスを置き換える構造化データを表す型制限の緩いデータ型です。JDBC APIにおけるStructインタフェースには、Struct中の属性値を操作するための様々なメソッドが組み込まれています。Oracleでは、追加メソッドを使用してStructインタフェースを拡張しています。

StructをWebLogic Serverアプリケーションで使用するには、次の手順に従います。




	必要なクラスをインポートします。(「Oracle拡張機能へアクセスするパッケージをインポートする」を参照してください。)
	接続を取得します。(「接続を確立する」を参照してください。)
	Structオブジェクト・タイプおよびそのオブジェクトを使用する表を作成し、Structオブジェクトを含む行を作成します。
	オブジェクトをStruct (標準のメソッドを使用する場合はjava.sql.Struct、標準のメソッドとOracle拡張機能メソッドを使用する場合はoracle.jdbc.OracleStruct)にキャストします。
	標準メソッド、またはOracle Thin Driver拡張機能メソッドを使用して、データを操作します。



次の各項では、手順3-5について詳しく説明します。

	
データベース・オブジェクトを作成する


	
Structの属性を取得する


	
OracleStruct拡張機能メソッドを使用する


	
Structによってデータベース・オブジェクトを更新する










データベース・オブジェクトを作成する


Structは通常Javaアプリケーション中で、データベース・オブジェクトにマップするカスタムJavaクラスの代わりに、データベース・オブジェクトを実体化する場合に使用します。最初にタイプ、およびそのタイプを使用する表を作成する必要があります。次に例を示します(この例は説明目的にのみ使用するものであり、実際に使用できるわけではありません)。


conn = ds.getConnection();
Statement stmt = conn.createStatement();
stmt.execute("CREATE TYPE EMP_STRUCT AS OBJECT (DEPT INT, NAME VARCHAR2(100))");
stmt.execute("CREATE TABLE EMP (ID INT, EMPLOYEE EMP_STRUCT)");


Structオブジェクトを含む行を作成するには、SQL文を使用するか、Connection.createStructを使用してStructを作成し、PreparedStatementで使用できます。

行を2つ挿入します。最初の行ではSQL文を使用します。2つ目の行では、Structを作成してPreparedStatementにバインドします。


stmt.execute("INSERT INTO EMP VALUES (1001, EMP_STRUCT(10,'John Doe'))");
PreparedStatement pstmt = conn.prepareStatement("INSERT INTO EMP VALUES (?,?)");
Object attrs[] = { new Integer(20), "Jane Doe"};
Struct struct = conn.createStruct("EMP_STRUCT", attrs);
pstmt.setInt(1,1002);
pstmt.setObject(2,struct);
pstmt.execute();



注意:

Connection.createStruct()を使用してSQL構造体を作成するときには、すべてのデータ型(Clob、Blob、Struct、Ref、Array、NClobおよびSQLXML)のラップを解除する必要があります。構造体を作成したら、構造体をアプリケーションに返す前に構造体を再度ラップする方法はありません。アプリケーションに返される構造体は、ラップ解除されたデータ型の値を持ちます。









Structの属性を取得する


Structの個々の属性値を取得するには、getAttributes()およびgetAttributes(java.util.Dictionary map)の標準JDBC APIメソッドを使用できます。

結果セットを作成し、この結果セットからStructを取得した後でgetAttributes()メソッドを使用します。このメソッドにより、順序の付いた属性の配列が返されます。アプリケーションのオブジェクト(Java言語タイプなど)にStruct (データベースのオブジェクト)の属性を割り当てることができます。この後、属性を個別に操作できるようになります。例:


conn = ds.getConnection();
stmt = conn.createStatement();
rs = stmt.executeQuery("SELECT * FROM EMP WHERE ID = 1002");
//The second column uses an object data type.
if (rs.next()) {
  struct = (Struct)rs.getObject(2);
  attrs = struct.getAttributes();
  String name = attrs[1]; 
}


上の例で、emp表の第2列ではオブジェクト・データ型を使用しています。この例では、値の配列を含むJavaオブジェクトにgetObjectメソッドの結果を割り当て、必要に応じて配列中の個別の値を使用する方法を示しています。最初の整数属性の型は、実際にはjava.math.BigDecimalであることに注意してください。

getAttributes(java.util.Dictionary map)メソッドを使用してStructから属性を取得することもできます。このメソッドを使用する場合は、Java言語データ型にOracleオブジェクトのデータ型をマップするためのハッシュ表を用意する必要があります。例:


java.util.Hashtable map = new java.util.Hashtable();
map.put("INT", Class.forName("java.lang.Integer"));
map.put("VARCHAR2", Class.forName("java.lang.String"));
Object[] attrs = struct.getAttributes(map);
String name = (String)attrs[1];


この例では、値がBigDecimalではなくIntegerとして戻されます。







OracleStruct拡張機能メソッドを使用する


StructにOracle Thin Driver拡張機能メソッドを使用する場合、java.sql.Struct (または元のgetObjectの結果)をoracle.jdbc.OracleStructにキャストする必要があります。StructをOracleStructにキャストすると、標準メソッドと拡張機能メソッドの両方を使用できるようになります。例:


OracleStruct oracleStruct = 
  (OracleStruct)rs.getObject(2);
String n = oracleStruct.getSQLTypeName(); // Standard
oracle.jdbc.OracleTypeMetaData otmd =
  oracleStruct.getOracleMetaData();    // Extension







Structによってデータベース・オブジェクトを更新する


Structを使用してデータベースのオブジェクトを更新するには、プリペアド文にあるsetObjectメソッドを使用します。例:


pstmt = conn.prepareStatement("UPDATE EMP SET EMPLOYEE = ? WHERE ID =?");
attrs[0] =  new Integer(30);
struct = conn.createStruct("EMP_STRUCT", attrs);
pstmt.setObject (1, struct);
pstmt.setInt (2, 1002);
pstmt.executeUpdate();









Refによるプログラミング



Refは、行オブジェクトに対する論理ポインタです。Refを検索すると、実際には別の表にある値(あるいは再帰的に同じ表)を指すポインタが返されます。Refのターゲットは、オブジェクト表の行でなければなりません。Refを使用して、これが参照するオブジェクトを検証したり、更新したりできます。またRefを変更することにより、同じオブジェクト・タイプの別のオブジェクトを指示したり、null値を割り当てたりすることができます。

RefをWebLogic Serverアプリケーションで使用するには、次の手順に従います。




	必要なクラスをインポートします。(「Oracle拡張機能へアクセスするパッケージをインポートする」を参照してください。)
	データベース接続を取得します。(「接続を確立する」を参照してください。)
	SQL文を使用してRefを作成します。
	結果セット、または呼出し可能文を使用してRefを取得します。
	OracleRefにキャストすることでOracle拡張機能メソッドを使用します。
	データベースでRefを更新します。



次の各項では、手順3-6について詳しく説明します。

	
データベースでRefを作成する


	
Refを取得する


	
WebLogic OracleRef拡張機能メソッドを使用する


	
Ref値を更新する










データベースでRefを作成する


JDBCアプリケーションにRefオブジェクトは作成できません。単に、データベースから既存のRefオブジェクトが検索されるだけです。ただし、文またはプリペアド文を使用して、データベースにRefを作成できます。例:


conn = ds.getConnection();
stmt = conn.createStatement();
stmt.execute("CREATE TYPE OB AS OBJECT (OB1 INT,  OB2 INT)");
stmt.execute("CREATE TABLE T1 OF OB");
stmt.execute("INSERT INTO T1 VALUES (5, 5)");
stmt.execute("CREATE TABLE T2 (COL REF OB)");
stmt.execute("INSERT INTO T2 SELECT REF(P) FROM T1 P WHERE P.OB1=5");


上の例では、オブジェクト型(OB)、このオブジェクト型の表(T1)、OBオブジェクトのインスタンスを示すRef列のある表(T2)が作成され、RefがRef列に挿入されます。Refは、T1の行を指します(最初の列の値は5)。







Refを取得する


アプリケーションでRefを取得するには、まずクエリーを使用して結果セットを作成し、次にgetRefメソッドを使用して、結果セットからRefを取得します。例:


rs = stmt.executeQuery("SELECT REF (S) FROM T1 S WHERE S.OB1=5");
rs.next();
Ref ref = rs.getRef(1);
String name = ref.getBaseTypeName();


上の例のWHERE句では、ドット表記法を使用して、参照するオブジェクトの属性を指定しています。Refを取得したら、Java APIメソッドgetBaseTypeNameを使用できます。







WebLogic OracleRef拡張機能メソッドを使用する


RefにOracle Thin Driver拡張機能メソッドを使用するには、RefをOracleRefにキャストします。例:


OracleTypeMetaData mdata = ((OracleRef)ref). getOracleMetaData();







Ref値を更新する



Refを更新するには、PreparedStatementまたはCallableStatementを使用してRefが指示する位置を変更します。

プリペアド文を使用してRefが指示する位置を更新するには、次の基本手順に従います。




	新しい位置を指示するRefを取得します。このRefを使用して、別のRefの値を置き換えます。
	SQLコマンドの文字列を作成して、既存のRefの位置を、別のRefの値で置き換えます。
	プリペアド文を作成、および実行します。



例:


//Get the Ref
rs = stmt.executeQuery("SELECT REF (S) FROM T1 S WHERE S.OB1=5");
rs.next();
ref = rs.getRef(1); 
//Create and execute the prepared statement.
String sqlUpdate = "UPDATE T2 S2 SET COL = ?  WHERE S2.COL.OB1 = 20";
pstmt = conn.prepareStatement(sqlUpdate);
pstmt.setRef(1, ref);
pstmt.executeUpdate();


呼出し可能文を使用して、REFが指示する位置を更新する場合は、まずストアド・プロシージャを作成し、いずれかのINパラメータを設定して、OUTパラメータを登録した後、文を実行します。ストアド・プロシージャでは、実際の位置を指示するREF値が更新されます。例:


rs = stmt.executeQuery("SELECT REF (S) FROM T1 S where S.OB1=5");
rs.next();
ref = rs.getRef(1);
// Prepare the stored procedure
String sql = "{call SP1 (?,?)}";
CallableStatement cstmt = conn.prepareCall(sql);
// Set IN and register OUT params
cstmt.setRef(1, ref);
cstmt.registerOutParameter(2, Types.STRUCT, "OB");
// Execute
cstmt.execute();











ラージ・オブジェクトによるプログラミング


この項では、サンプル・コードなど、BlobおよびClobオブジェクトの操作方法に関する情報を取り上げます。詳細は、『Oracle Database SecureFilesおよびラージ・オブジェクト開発者ガイド』のLOBの操作に関する項を参照してください。

	
データベースでBlobを作成する


	
データベースでBlobを更新する


	
OracleBlob拡張機能メソッドを使用する


	
Clob値によるプログラミング


	
LOBを使用したトランザクションの境界


	
LOB領域のリカバリ








データベースでBlobを作成する


次のコードでは、Connectionがすでに確立されていることを前提としています。Blobを第2列として表を作成します。


ResultSet rs = null; 
Statement stmt = null; 
java.sql.Blob blob = null; 
java.io.InputStream is = null;
stmt = conn.createStatement();
stmt.execute("CREATE TABLE TESTBLOB (ID INT, COL2 BLOB )");


次のコードでは、バイト配列に変換された文字列をデータとして使用して、Blob値が挿入されます。


String insertsql2 = "INSERT INTO TESTBLOB VALUES (?,?)";
PreparedStatement pstmt = conn.prepareStatement("INSERT INTO TESTBLOB VALUES (?,?)");
pstmt.setInt(1, 1);
pstmt.setBytes(2, "initialvalue".getBytes());
pstmt.executeUpdate();







データベースでBlobを更新する


次のコードでは、Blob値が更新されます。


rs = stmt.executeQuery("SELECT COL2 FROM TESTBLOB WHERE ID = 1 FOR UPDATE");
rs.next();
Blob blob = rs.getBlob(1);
blob.setBytes(1, "newdata".getBytes());


FOR UPDATEでBlob値を更新できる必要があることに注意してください。







OracleBlob拡張機能メソッドを使用する


次のコードは、BlobをOracleBlobにキャストして拡張機能メソッドを使用できるようにします。


rs = stmt.executeQuery("SELECT COL1, COL2 FROM TESTBLOB");
rs.next();
Blob blob = rs.getBlob(2);
is = blob.getBinaryStream();                // Standard
is.close();
is = ((OracleBlob)blob).getBinaryStream(0); // Extended


OracleBlobインタフェースにキャストしたら、標準のメソッドに加えて、Oracleがサポートするメソッドにアクセスできるようになります。







Clob値によるプログラミング


Clob値はBlob値と同様に使用できます。ただし、データがバイナリ配列ではなく文字列になります(setBytesのかわりにsetString、getBlobのかわりにgetClob、およびgetBinaryStreamのかわりにgetCharacterStreamを使用します)。

プリペアド文を使用してClobを更新し、新しい値が以前の値より短い場合、Clobには更新中に明示的に置換されなかった文字が保持されます。たとえば、Clobの現在の値がabcdefghijの場合に、プリペアド文を使用してzxywでClobを更新すると、Clobの値はzxywefghijになります。プリペアド文で更新された値を修正するには、dbms_lob.trimプロシージャを使用して、更新後に残った余分な文字を削除します。dbms_lob.trimプロシージャの詳細は、Oracle Database PL/SQLパッケージおよびタイプ・リファレンスの「DBMS_LOB」を参照してください。







LOBを使用したトランザクションの境界


LOBを使用する場合、トランザクションの境界を考慮する必要があります。たとえば、すべての読取り/書込みをトランザクション内の特定のLOBに転送します。







LOB領域のリカバリ


LOBが使用する領域を解放するには、lob.close()を呼び出す必要があります。ResultSet、StatementまたはConnectionが閉じていると、これは自動的に行われません。Oracleデータベースのみの場合、他のセッションが解放されたメモリーを使用できるように、セッションでalter session set events '60025 trace name context forever';も実行する必要があります。








Opaqueオブジェクトによるプログラミング


ここでは、Opaqueオブジェクトを使用するユース・ケースについて説明します。

新しいOracleタイプ・インタフェースには、重要と見なされるメソッド、または標準のJDBC APIで利用できないメソッドのみがあります。oracle.sql.OPAQUEはoracle.jdbc.OracleOpaqueに置き換えられました。新しいインタフェースには、オブジェクトとして値を取得するメソッド、およびメタデータおよびタイプ名を取得する2つのメタ情報メソッドのみがあります。他のOracleタイプ・インタフェース(oracle.jdbc.OracleStructはjava.sql.Structを拡張し、oracle.jdbc.OracleArrayはjava.sql.Arrayを拡張します)と異なり、oracle.jdbc.OracleOpaqueはJDBCインタフェースを拡張しません。

XMLTypeは再生データソースとともに動作せず、oracle.xdbパッケージはXMLTypeを広範に使用するため、このパッケージはApplication Continuity再生に使用できなくなりました。

Application Continuity (AC)とともに使用するには、変更する必要がある関連する非常に一般的な1つのユースケースがあります。SQLXMLの初期の使用方法では、次のXDB APIが使用されていました。


SQLXML sqlXml = oracle.xdb.XMLType.createXML(

((oracle.jdbc.OracleResultSet)resultSet).getOPAQUE("issue"));

oracle.xdb.XMLType extends oracle.sql.OPAQUE and its use will disable AC replay. This must be replaced with the standard JDBC API

SQLXML sqlXml = resultSet.getSQLXML("issue");









Oracle Thin Driverでのバッチ処理の使用


特定の状況下で、Oracle Thin Driverはバッチ・サイズに到達しない間、DBMSに更新を送信せず、文が閉じられるまで待機する場合があります。

プリペアド文を閉じると、WebLogic Serverは文を閉じずに標準JDBC状態に返します。続いて文を接続のプールに戻すため、次に必要な時に文を再配信できます。

すべての更新が確実に配信されるようにするには、文または接続を閉じる前に、文を最後に使用した後でOraclePreparedStatement.sendBatch()を明示的に呼び出す必要があります。







Oracle Thin Driverを使用したJavaセキュリティ・マネージャの使用



Javaセキュリティ・マネージャを有効化してOracle Thin Driverを使用する場合、java.policyファイルで権限を更新する必要があります。




	Oracle Technology Networkから、Oracle JDBC driver用のDemoのjarファイルをダウンロードします。
	ojdbc.policyファイルを確認します。このファイルでドライバに必要な権限を指定しています。
	これらの権限をサーバーを稼働するのに使用するポリシー・ファイルに追加します。たとえば、ojdbc.jarファイルには java.util.PropertyPermission "oracle.jdbc.*", "read";が必要です。












8 データ・ソースからの物理的な接続の取得


この章では、データ・ソースの物理接続に直接アクセスする方法について説明します。どうしても必要な場合以外は、物理的なJDBC接続へ直接アクセスすることはお薦めしません。

一般的には、WebLogic Serverによって提供される汎用JDBC接続(ラップされた物理的な接続)に対する接続のキャストを行います。これにより、サーバー・インスタンスは接続プールに対する接続の管理、接続プール機能の有効化、およびアプリケーションに提供される接続の品質維持ができるようになります。場合によって、DBMSは物理的な接続(実際のベンダーのJDBC接続)の直接アクセスを必要とする、標準以外の追加のJDBC関連クラスを提供しています。接続プール内の物理的な接続に直接アクセスするには、getVendorConnectionを使用して接続をキャストする必要があります。


注意:

Oracleでは、物理的な接続getVendorConnectionSafeにアクセスするための別のメカニズムも提供します。このメカニズムでも、プールされているデータベース接続(論理接続)からベースとなる物理接続(ベンダー接続)が返されます。ただし、接続を閉じると、「影響のある接続の削除を有効化」の設定に関係なく、プールに返されます。詳細については、「getVendorConnectionSafe」を参照してください。



この章には次の項が含まれます:

	
接続を開く


	
接続を閉じる


	
物理的な接続の使用に関する制限





注意:

どうしても必要な場合以外は、物理的なJDBC接続へ直接アクセスすることはお薦めしません。







接続を開く



物理的なデータベース接続を取得するには、最初に接続プールから接続を取得してから、次のいずれかを実行します。





	
物理的な接続を必要とするメソッド内で、物理的な接続を暗黙的に渡します(getVendorConnectionを使用)。


	
接続をWLConnectionにキャストし、getVendorConnectionを呼び出します。




物理的なデータベース接続の直接アクセスは、常にベンダー固有の呼出しの場合に限定します。それ以外のすべての状況では、WebLogic Serverによって提供される汎用JDBC接続を使用します。ベンダー固有の呼出しに対する接続を開くサンプル・コードを次に示します。





例8-1 ベンダー固有の呼出しに対する接続を開くサンプル・コード


//Import this additional class and any vendor packages
//you may need.
import weblogic.jdbc.extensions.WLConnection
.
.
.
myJdbcMethod()
{ 
  // Connections from a connection pool should always be
  // method-level variables, never class or instance methods.
  Connection conn = null; 
   try { 
     ctx = new InitialContext(ht); 
     // Look up the data source on the JNDI tree and request 
     // a connection. 
     javax.sql.DataSource ds 
        = (javax.sql.DataSource) ctx.lookup ("myDataSource"); 
     // Always get a pooled connection in a try block where it is
     // used completely and is closed if necessary in the finally
     // block. 
     conn = ds.getConnection(); 
     // You can now cast the conn object to a WLConnection 
     // interface and then get the underlying physical connection. 
     java.sql.Connection vendorConn = 
       ((WLConnection)conn).getVendorConnection(); 
     // do not close vendorConn
     // You could also cast the vendorConn object to a vendor 
     // interface, such as: 
     // oracle.jdbc.OracleConnection vendorConn = (OracleConnection)
     // ((WLConnection)conn).getVendorConnection()
     // If you have a vendor-specific method that requires the 
     // physical connection, it is best not to obtain or retain 
     // the physical connection, but simply pass it implicitly 
     // where needed, eg:  //vendor.special.methodNeedingConnection(((WLConnection)conn)).getVendorConnection()); 









接続を閉じる



JDBCでの作業が完了したら、論理的な接続を閉じて、プールに戻す必要があります。物理的な接続を使い終わったら、次の操作を行います。





	
接続から取得したすべてのオブジェクトを閉じます。


	
物理的な接続は閉じません。物理的な接続はnullに設定します。




接続をどのように閉じるかは、WebLogic Server管理コンソールで「影響のある接続の削除を有効化」プロパティの値を設定して指定します。これらのオプションの詳細は、 WebLogic Server管理コンソール・オンライン・ヘルプの「JDBCデータ・ソース: 構成: 接続プール」ページを参照するか、Oracle WebLogic Server MBeanリファレンスのJDBCConnectionPoolParamsBeanに関する項を参照してください。


注意:

「影響のある接続の削除を有効化」プロパティは、明示的にgetVendorConnectionを呼び出すアプリケーションに対してのみ適用されます。







例8-2 ベンダー固有の呼出しに対する接続を閉じるサンプル・コード


// As soon as you are finished with vendor-specific calls,  
    // nullify the reference to the connection. 
    // Do not keep it or close it. 
    // Never use the vendor connection for generic JDBC.
    // Use the logical (pooled) connection for standard JDBC. 
    vendorConn = null; 
    ... do all the JDBC needed for the whole method... 
    // close the logical (pooled) connection to return it to 
    // the connection pool, and nullify the reference. 
    conn.close(); 
    conn = null; 
 } 
 catch (Exception e) 
 { 
   // Handle the exception. 
 } 
 finally 
{ 
   // For safety, check whether the logical (pooled) connection
   // was closed. 
   // Always close the logical (pooled) connection as the  
   // first step in the finally block. 
   if (conn != null) try {conn.close();} catch (Exception ignore){} 
 } 
} 







「影響のある接続の削除を有効化」がTrueの場合


影響のある接続の削除を有効化がtrue(デフォルト値)のときに論理的な接続を閉じると、サーバー・インスタンスは基底の物理的接続を破棄して、それに取って代わる新しい接続を作成します。このアクションで、プールは次のユーザーに対して、そのユーザーが物理的な接続の唯一のユーザーであることを確実に保証できるようになります。この構成により、接続を閉じるための簡単で安全な方法がもたらされます。ただし、以下の理由により、パフォーマンス上の損失が生じます。

	
物理的な接続は接続プールの新しいデータベース接続で置き換えられます。このため、アプリケーション・サーバーとデータベース・サーバーの両方でリソースが使用されます。


	
元の接続のStatementキャッシュが閉じられて、新しい接続用に新しいキャッシュが開かれます。したがって、Statementキャッシュを使用する際のパフォーマンスの利点は失われます。










「影響のある接続の削除を有効化」がFalseの場合


「影響のある接続の削除を有効化」をfalseで使用するのは、公開されている物理的な接続が、論理的な接続を閉じた後、保持または再利用されることが絶対にないと確信している場合のみです。

「影響のある接続の削除を有効化」がfalseのときに論理的な接続を閉じると、サーバー・インスタンスは単に物理的な接続を、再利用のために接続プールに返します。この構成では、パフォーマンス上の損失は最小限に抑えられますが、サーバー・インスタンスは、接続の品質や、論理的な接続が閉じられた後の接続管理の効率を保証はしません。接続が接続プールに返される前に、その接続が他のアプリケーションによる再利用に適していることを確認する必要があります。









物理的な接続の使用に関する制限


接続プールの論理的な接続の代わりに物理的な接続を使用することはお薦めしません。ただし、たとえばSTRUCTの作成などに、物理的な接続を使用する必要がある場合は、以下の負担と制限を考慮してください。

	
物理的な接続はサーバー側コードでのみ使用できます。


	
物理的な接続を使用する場合、エラー処理や文のキャッシングなど、WebLogic Serverが提供する接続管理の利点がすべて失われます。


	
物理的な接続は、それを必要とするベンダー固有のメソッドまたはクラスにのみ使用します。汎用JDBC (文やトランザクション呼出しの作成など)には物理的な接続を使用しないでください。














9 WebLogic ServerにおけるRowSetの使い方


この章では、WebLogic RowSetの特徴と使用方法を説明します。

この章には次の項が含まれます:

	
非推奨のweblogic.jdbc.rowsets


	
RowSetについて


	
RowSetの種類


	
RowSetを使用したプログラミング


	
CachedRowSet


	
RowSetに対するデータベース更新用メタデータの設定


	
メタデータを扱うためのWebLogic RowSet拡張


	
RowSetとトランザクション


	
FilteredRowSet


	
WebRowSet


	
JoinRowSet


	
JDBCRowSet


	
SyncResolverを使用したSyncProviderExceptionの処理


	
WLCachedRowSet


	
SharedRowSet


	
SortedRowSet


	
SQLPredicate、SQL方式のRowSetフィルタ


	
オプティミスティックな同時実行性ポリシー


	
パフォーマンスのオプション








非推奨のweblogic.jdbc.rowsets


weblogic.jdbc.rowsetインタフェースおよびクラスはWebLogic Server 12.1.2では非推奨となりました。J2SE JRE/SDKのリファレンス実装com.sun.rowsetを使用してください。







RowSetについて


WebLogic Serverには、JSR-114の仕様に準拠したJava RowSetが実装されています。仕様の詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/jdbc/index.htmlを参照してください。WebLogicのRowSet実装には、RowSet仕様の拡張も含まれています。こうした拡張を使用すると、アプリケーションでRowSetをより有効に活用できます。

RowSetはJava ResultSetの拡張です。ResultSetと同様、RowSetも表形式のデータを保持するJavaオブジェクトです。ただし、RowSetではResultSet機能に大幅な柔軟性が加えられていて、ResultSetの持つ制限の一部が緩和されたり削減されたりしています。







RowSetの種類


WebLogic ServerのRowSet実装には、以下のような種類とユーティリティがあります。

標準のRowSet:

	
CachedRowSet


	
FilteredRowSet


	
WebRowSet


	
JoinRowSet


	
JDBCRowSet




WebLogicのRowSet拡張:

	
WLCachedRowSet


	
SharedRowSet


	
SortedRowSet


	
SQLPredicate、SQL方式のRowSetフィルタ










RowSetを使用したプログラミング



WebLogic ServerのRowSet実装は、ユーザーが以下の手順でRowSetを扱うことを想定して設計されています。




	RowSetを作成して構成します(問合せ、データベース接続、その他のプロパティを定義します)。
	RowSetにデータを入力します(問合せパラメータを指定して問合せを実行します)。
	必要に応じてRowSetメタデータを指定します。
	必要に応じてRowSetにフィルタまたはソーターを設定します。
	RowSet内のデータを操作します(挿入、更新、削除を行います)。
	RowSetからデータベースへのデータ変更の同期を行います。



変更を同期した後には、アプリケーションの設計に応じて手順2または手順3から繰返し処理を行えます。「トランザクション完了後のWebLogic RowSetの再利用」を参照してください。

WebLogicのRowSet実装にはライフ・サイクルのフレームワークがあり、これによってRowSetオブジェクトが異常な状態にならないようにしています。WebLogic Serverでは、上記の処理段階に応じて、内部的にRowSetに対しライフ・サイクルのステージが設定されます。データ損失のリスクを減らすため、ライフ・サイクルのステージに応じてRowSetに実施できる操作が制限されます。たとえばRowSetのステージが「Updating」(更新)の場合、RowSetに対して呼び出せるのは、updateXXX()メソッド(updateString()、updateInt()など)のみです。この制限は、updateRow()を呼び出して更新のフェーズが完了するまで適用されます。

重要な注意事項を以下に示します。

	
保留中の変更がある場合、RowSetに対して再入力、フィルタ、ソートは行えません。データの変更が不測の事態によって失われることを防ぐため、RowSetのデータを変更してもその変更がデータベースとの間で同期されていない場合はRowSetに対してこれらの操作ができないようになっています。


	
カーソルが暗黙的に移動することはありません。行から行へ明示的にカーソルを移動する必要があります。


	
RowSetのライフ・サイクルのステージは内部的なプロセスです。ライフサイクルのステージにアクセスするためのパブリックAPIはありません。ライフサイクルのステージをユーザーが設定することはできません。acceptChanges()またはrestoreOriginal()を呼び出すとRowSetのライフ・サイクルのステージは終了し、再び処理を開始できます。


注意:

クライアント側アプリケーションでRowSetを使用する際は、サーバーとクライアントの両方のCLASSPATHに、同一のJDBCドライバ・クラスを指定する必要があります。ドライバ・クラスが一致していないと、java.rmi.UnmarshalException例外がスローされる場合があります。






RowSetの作成時からデータ変更がデータベースとの間で同期されるまでのRowSetのライフ・サイクルのステージの実例については、例9-1のコメントを参照してください。









CachedRowSet


以下の節では、WebLogic Serverにおける標準のCachedRowSetの使い方について説明します。

	
特性


	
CachedRowSetに特有のプログラミング上の考慮事項と制限


	
サンプル・コード


	
CachedRowSetのクラスとインタフェースのインポート


	
CachedRowSetの作成


	
CachedRowSetのプロパティの設定


	
データベース接続のオプション


	
CachedRowSetへの入力


	
CachedRowSetへのメタデータの設定


	
CachedRowSetのデータの操作


	
RowSetの変更をデータベースとの間で同期する




また、標準のCachedRowSetオブジェクトのWebLogic拡張の使用方法については、「WLCachedRowSet」を参照してください。





特性


CachedRowSetは接続されていないResultSetオブジェクトです。CachedRowSetのデータはメモリーに格納されます。WebLogic Server実装のCachedRowSetには以下の特性があります。

	
データの挿入、更新、削除に使用できます。


	
シリアライズ可能なため、モバイル機器などの様々なアプリケーション・コンポーネントに渡すことができます。


	
トランザクション処理に対応しているためRowSetを再利用できます。「トランザクション完了後のWebLogic RowSetの再利用」を参照してください。


	
RowSetでのデータ変更をデータベースとの間で同期するためにオプティミスティックな同時実行性制御が使用されます。


	
SyncProvider例外から得られるSyncResolverオブジェクトを使用して、RowSetでのデータ変更とデータベース間の競合を解決します。「SyncResolverを使用したSyncProviderExceptionの処理」を参照してください。










CachedRowSetに特有のプログラミング上の考慮事項と制限


アプリケーションの設計時には、次のことを考慮するようにします。

	
RowSetの問合せ結果はすべてメモリーに格納される


	
データの競合








RowSetの問合せ結果はすべてメモリーに格納される


CachedRowSetではデータベースへの接続が保持されないので、すべての問合せの結果は必ずメモリーに格納されます。問合せの結果が非常に大きいと、メモリー不足エラーによりパフォーマンスが低下することがあります。大きなデータ・セットの場合、ResultSetを使用する方が適していることもあります。ResultSetではデータベースへの接続が保持されるため、問合せ結果の一部をメモリーに保持してから必要に応じてデータベースに戻り、さらに行を取得できるためです。







データの競合


CachedRowSetは、RowSetへの入力からRowSet内のデータ変更がデータベースとの間で同期されるまでの間に、別のプロセスで更新されることがあまりないようなデータに使用するのがもっとも適しています。この期間にデータベースが変更されるとデータの競合が発生します。データの競合を検出して処理する方法については、「SyncResolverを使用したSyncProviderExceptionの処理」を参照してください。









サンプル・コード


例9-1にCachedRowSetの基本的なワークフローを示します。この例では、主要な各操作と対応するRowSetのライフ・サイクルのステージについてコメントを使って説明します。このサンプル・コードの後で、サンプルの主要な各セクションについてさらに詳細に説明します。


例9-1 CachedRowSetのサンプル・コード


import javax.sql.rowset.CachedRowSet;
import javax.sql.rowset.RowSetFactory; 
public class CachedRowSetDemo {
public static void main (String[] args) {
//DESIGNING lifecycle stage - Create the rowset and set properties
  try {
     //Create a RowSetFactory instance and from the factory,
    //create a FilteredRowSet.
    RowSetFactory rsfact = RowSetProvider.newFactory("weblogic.jdbc.rowset.JdbcRowSetFactory",null);
    CachedRowSet rs = rsfact.createCachedRowSet();
    //Set database access through a DataSource. 
    rs.setDataSourceName(examples-dataSource-demoPool);
    //See Database Connection Options for more options.
    //Set query command
    rs.setCommand("SELECT ID, FIRST_NAME, MIDDLE_NAME, LAST_NAME,
    PHONE, EMAIL FROM PHYSICIAN WHERE ID>?");
   //CONFIGURE QUERY lifecycle operation
    rs.setInt(1, 0); 
    //POPULATING lifecycle stage - Execute the command to populate the rowset
    rs.execute();
   }
   //CONFIGURING METADATA - Populate first, then set MetaData, 
   //including KeyColumns
    rs.setKeyColumns(new int[] { 1 });
    while (rs.next ()) //NAVIGATING lifecycle stage
      {
      System.out.println ("ID: " +rs.getInt (1));
      System.out.println ("FIRST_NAME: " +rs.getString (2));
      System.out.println ("MIDDLE_NAME: " +rs.getString (3));
      System.out.println ("LAST_NAME: " +rs.getString (4));
      System.out.println ("PHONE: " +rs.getString (5));
      System.out.println ("EMAIL: " +rs.getString (6));
      }
   }
//Working with data
//Delete rows in the rowset
  try {
  //MANIPULATING lifecycle stage - navigate to a row 
  //(manually moving the cursor)
  rs.last();
  rs.deleteRow();
  //Note that the database is not updated yet.
  }  
//Update a row in the rowset
  try {
  //MANIPULATING lifecycle stage - navigate to a row
  //(manually moving the cursor)
  rs.first();
  //UPDATING lifecycle stage - call an update() method
  rs.updateString(4, "Francis");
  //MANIPULATING lifecycle stage - finish update
  rs.updateRow();
  //Note that the database is not updated yet.
  }  
//INSERTING lifecycle stage - Insert rows in the rowset
  try {
    rs.moveToInsertRow();
    rs.updateInt(1, 104);
    rs.updateString("FIRST_NAME", "Yuri");
    rs.updateString("MIDDLE_NAME", "M");
    rs.updateString("LAST_NAME", "Zhivago");
    rs.updateString("PHONE", "1234567812");
    rs.updateString("EMAIL", "Yuri@poet.com");
    rs.insertRow(); //"Finish Update" action; 
    //MANIPULATING lifecycle stage - navigate to a row
    rs.moveToCurrentRow();
    //Note that the database is not updated yet.
  }  
//Send all changes (delete, update, and insert) to the database.
//DESIGNING or POPULATING lifecycle stage - after synchronizing changes
//with the database, lifecycle stage depends on other environment settings. 
//See Reusing a WebLogic RowSet After Completing a Transaction.
  try {
    rs.acceptChanges();
    rs.close();
   }
}









CachedRowSetのクラスとインタフェースのインポート


標準のRowSetを使用するには、次のクラスをインポートする必要があります。


javax.sql.rowset.CachedRowSet;
javax.sql.rowset.RowSetFactory;







CachedRowSetの作成



RowSetはファクトリ・インタフェースから作成されます。WebLogic ServerでRowSetを作成するには、主に以下の手順に従います。




	RowSetFactoryインスタンスを作成します。このインスタンスはアプリケーションで使用するRowSetオブジェクトを作成するためのファクトリとして機能します。


RowSetFactory rsfact = RowSetProvider.newFactory("weblogic.jdbc.rowset.JdbcRowSetFactory",null);




	javax.sql.rowset.CachedRowSetオブジェクトを作成します。次に例を示します。


CachedRowSet rs = rsfact.createCachedRowSet();












CachedRowSetのプロパティの設定


RowSetには、同時実行性の種類、データ・ソースの名前、トランザクション分離レベルなど数多くのプロパティがあります。これらのプロパティを設定してRowSetの動作を決定できます。RowSetの特定の用途に応じて必要なプロパティのみを設定する必要があります。利用可能なプロパティの詳細は、http://docs.oracle.com/javase/1.5.0/docs/api/javax/sql/rowset/BaseRowSet.htmlでjavax.sql.rowset.BaseRowSetクラスのJavadocを参照してください。







データベース接続のオプション


ほとんどのアプリケーションでは、データベースからのデータをRowSetに入力します。RowSetとデータベースとの接続は、以下のいずれかの方法で設定します。

	
データ・ソースを使用して自動的に接続する - setDataSourceName()メソッドを使用して、JDBCデータ・ソースのJNDI名を指定できます。execute()およびacceptChanges()を呼び出すと、RowSetでデータ・ソースからのデータベース接続が取得され、それが使用されて、データ・ソースの接続のプールに戻されます。これは、推奨される方法です。


rs.setDataSourceName(examples-dataSource-demoPool);


	
データベース接続を手動で取得する - RowSetで必要になる前にアプリケーションでデータベース接続を取得してから、接続オブジェクトをexecute()メソッドおよびacceptChanges()メソッドのパラメータとして渡します。必要に応じて接続を閉じる必要もあります。


//Lookup DataSource and get a connection
ctx = new InitialContext(ht);
javax.sql.DataSource ds = (javax.sql.DataSource) ctx.lookup ("myDS");
conn = ds.getConnection();

//Pass the connection to the rowset
rs.execute(conn); 


JDBCデータ・ソースの詳細については、「DataSourceオブジェクトからのデータベース接続の取得」を参照してください


	
JDBCドライバをロードして直接的に接続する - JDBCドライバをロードして適切なプロパティを設定すると、RowSetではexecute()およびacceptChanges()を呼び出したときにデータベース接続が作成されます。RowSetでは接続を使用し終えるとすぐにその接続が閉じられます。RowSetではexecute()メソッド呼出しとacceptChanges()メソッド呼出しの間、接続は保持されません。


Class.forName("org.apache.derby.jdbc.ClientDriver");
rs.setUrl("jdbc:derby://localhost:1527/demo");
rs.setUsername("examples");
rs.setPassword("examples");
rs.execute();










CachedRowSetへの入力



RowSetへのPopulating(入力)とは、RowSetにデータの行を格納する作業のことをいいます。通常、このデータの取得元はリレーショナル・データベースです。データベースからのデータは、以下のいずれかの方法でRowSetに入力できます。





	
setCommand()メソッドでSQLコマンドを設定してから、execute()メソッドでそのコマンドを実行します。


rs.setCommand("SELECT ID, FIRST_NAME, MIDDLE_NAME, LAST_NAME,
    PHONE, EMAIL FROM PHYSICIAN");
rs.execute();


	
既存の結果セットからpopulate()メソッドを使用して入力します。


rs.populate(resultSet);



注意:

ResultSet.TYPE_FORWARD_ONLYの結果セットを使用している場合、以下の条件で行セットに入力しようとするとSQLExceptionがスローされます。

	
結果セットのカーソルが行1を超える位置にある状態でCachedRowset.populate(ResultSet rs)を呼び出した場合。


	
newPositionの値が結果セットの現在のカーソル位置より小さい状態でCachedRowset.populate(ResultSet rs, int newPosition)を呼び出した場合。

















CachedRowSetへのメタデータの設定


RowSetのデータ変更をデータベースとの間で同期するために、RowSetにメタデータを設定することが必要な場合もあります。詳細については、「RowSetに対するデータベース更新用メタデータの設定」を参照してください。







CachedRowSetのデータの操作


キャッシュされたRowSetに一連のデータ行を入力した後には、結果セットのデータを扱うのとほぼ同じ方法でそのキャッシュ済みのデータを取り扱えます。ただし、データベースに対して変更を行う前には、acceptChanges()を明示的に呼び出す必要があります。


注意:

RowSetの列名や表名に区切り識別子は使用できません。SQL文の中では、区切り識別子は二重引用符で囲む必要があります。区切り識別子には、SQL予約語(USERやDATEなど)になっているものや、識別子ではない名前になっているものがあります。有効な識別子は必ず文字で始まり、文字、数字、およびアンダースコアのみを使用できます。







RowSetの行からデータを取得する


RowSetからデータを取得するには、結果セットの場合と同様にgetXXXメソッドを使用します。例:


while (rs.next ())
   {
   int id = rs.getInt (1);
   String fname = rs.getString ("FIRST_NAME");
   String mname = rs.getString ("MIDDLE_NAME");
   String lname = rs.getString ("LAST_NAME"));
   }







RowSetの行を更新する



通常、データの更新は以下の手順で行います。




	行または挿入行に移動します。
	updateXXXメソッドで行を変更します。
	updateRow()またはinsertRow()で操作を完了します。



操作を完了しても変更はデータベースとの間で同期されないことに注意します。変更はRowSetに対してのみ行われます。acceptChanges()を呼び出して、明示的に変更を同期させる必要があります。詳細については、下記の「RowSetの変更をデータベースとの間で同期する」を参照してください。

RowSetを操作する際、WebLogic Serverでは内部的に各操作の後でRowSetにライフ・サイクルのステージが設定され、その後は現在のライフ・サイクルのステージに基づいてRowSetに対する以降の操作が制限されます。updateメソッド群で行の変更を開始したら、必ずupdateRow()またはinsertRow()で操作を完了します。完了してはじめて、別の行の操作(別の行へのカーソルの移動を含む)ができるようになります。RowSetのライフ・サイクルのステージと、各ステージで許可される操作の詳細については、「RowSetを使用したプログラミング」を参照してください。

行を更新するには、更新する行にカーソルを移動して、その行の個別の列に対してupdateXXXメソッドを呼び出してから、updateRow()を呼び出して操作を完了します。例:


rs.first();
rs.updateString(4, "Francis");
rs.updateRow();



注意:

複数の表の同名の列を更新する場合、列の参照にはUpdate文で列の索引番号を使用する必要があります。











RowSetに行を挿入する


行を挿入するには、新規の挿入行にカーソルを移動してその行の列の値を更新してから、insertRow()を呼び出してRowSetに行を追加します。例:


rs.moveToInsertRow();
rs.updateInt(1, 104);
rs.updateString("FIRST_NAME", "Yuri");
rs.updateString("MIDDLE_NAME", "M");
rs.updateString("LAST_NAME", "Zhivago");
rs.updateString("PHONE", "1234567812");
rs.updateString("EMAIL", "Yuri@poet.com");
rs.insertRow();
rs.moveToCurrentRow();


行を挿入した後には、明示的にカーソルを移動する必要があります。カーソルが暗黙的に移動することはありません。







RowSetの行を削除する


RowSetの行を削除するには、カーソルをその行に移動してdeleteRow()を呼び出します。例:


rs.last();
rs.deleteRow();









RowSetの変更をデータベースとの間で同期する


RowSetの個別の行を変更した後には、acceptChanges()を呼び出して変更をデータベースに伝播します。例:


rs.acceptChanges();


acceptChanges()を呼び出すと、RowSetでは、すでにRowSetで使用されているデータベース接続情報を使用するか(「データベース接続のオプション」を参照)、acceptChanges(connection)メソッドで渡された接続オブジェクトを使用して、データベースに接続します。1つまたは複数の行を変更した後にacceptChanges()を呼び出せます。RowSetに対してすべての変更を行った後にacceptChanges()を呼び出すと、RowSetからデータベースへの接続が1度だけになるのでより効率的です。

WebLogic ServerでRowSetを使用する場合、データベースに対する書込みと読取りにはweblogic.jdbc.rowset.WLSyncProviderオブジェクトが内部的に使用されます。WLSyncProviderではデータベースの変更にオプティミスティックな同時実行性が使用されます。つまり、RowSetへの入力時からRowSetのデータの変更がデータベースに伝播されるまでの間に、データベースのデータが別のプロセスによって変更されないと仮定されます。データベースに変更を書き込む前には、WLSyncProviderによってデータベースのデータとRowSetの元の値(RowSetの作成時または最後の同期の際にRowSetに読み込まれた値)が比較されます。データベースの値になんらかの変更があった場合にはjavax.sql.rowset.spi.SyncProviderExceptionがスローされ、データベースにはどの変更も書き込まれません。アプリケーションでこの例外を捕捉して、処理方法を決定できます。詳細については、「SyncResolverを使用したSyncProviderExceptionの処理」を参照してください。

WLCachedRowSetインタフェースはCachedRowSetインタフェースの拡張で、このインタフェースでオプティミスティックな同時実行性ポリシーを選択できます。詳細については、「オプティミスティックな同時実行性ポリシー」を参照してください。

変更をデータベースに伝播した後には、アプリケーションの環境に応じてRowSetのライフ・サイクルのステージがDesigning(設計)またはPopulating(入力)に変わります。Designing(設計)ステージの場合、再び使用する前にRowSetに再入力する必要があります。Populating(入力)ステージの場合、現在のデータを持つRowSetを使用できます。詳細については、「トランザクション完了後のWebLogic RowSetの再利用」を参照してください。

RowSetを再び使用する予定がない場合は、close()メソッドで閉じる必要があります。例:


rs.close();









RowSetに対するデータベース更新用メタデータの設定


SQL問合せでRowSetに入力する場合、WebLogicのRowSet実装ではResultSetMetaDataインタフェースを使用して、自動的にRowSet内のデータの表名と列名が認識されます。ほとんどの場合、RowSetが変更をデータベースに書き戻すために必要なSQLを生成するには、この情報で十分です。ただし一部のJDBCドライバでは、この問合せで返される行に表および列のメタデータが含まれません。RowSetのデータ変更をデータベースとの間で同期しようとすると、次のエラーが表示されます。


java.sql.SQLException: Unable to determine the table name for column: 
column_name. Please ensure that you've called WLRowSetMetaData.setTableName to 
set a table name for this column.


表名がない場合、RowSetは読込み操作にのみ使用できます。表名をプログラム的に指定しない限り、RowSetでは更新を発行できません。また、setKeyColumns()メソッドによる主キー列の設定が必要な場合もあります。例:


rs.setTableName(PHYSICIAN);
rs.setKeyColumns(new int[] { 1 });


詳細については、javax.sql.rowset.CachedRowSetインタフェースの説明を参照してください。







メタデータを扱うためのWebLogic RowSet拡張


以下の節では、RowSetに対する適切なメタデータの取得または設定に使用できるWebLogic RowSet拡張について説明します。

	
executeAndGuessTableNameとexecuteAndGuessTableNameAndPrimaryKeys


	
MetaDataインタフェースを使用した表および主キー情報の設定


	
書込み表の設定








executeAndGuessTableNameとexecuteAndGuessTableNameAndPrimaryKeys


SQL問合せでRowSetに入力する場合、通常はexecute()メソッドを使用して問合せを実行し、データを読み込みます。WLCachedRowSet実装には、関連付けられた表のメタデータも識別するためにexecuteメソッドを拡張したexecuteAndGuessTableNameメソッドおよびexecuteAndGuessTableNameAndPrimaryKeysメソッドが用意されています。

executeAndGuessTableNameメソッドでは、関連付けられたSQLを解析して、すべての列の表名を、SQLキーワードFROMに続く最初の語として設定します。

executeAndGuessTableNameAndPrimaryKeysメソッドは、SQLコマンドを解析して表名を読み取ります。続いて、java.sql.DatabaseMetaDataを使用して表の主キーを判定します。


注意:

これらのメソッドはDBMSまたはJDBCドライバのサポートに依存しています。すべてのDBMS、すべてのJDBCドライバで機能するとは限りません。









MetaDataインタフェースを使用した表および主キー情報の設定


WLRowSetMetaDataインタフェースを使用して表および主キー情報を手動で設定することもできます。


WLRowSetMetaData metaData = (WLRowSetMetaData) rowSet.getMetaData();
// Sets one table name for all columns
metaData.setTableName("employees");


または


metaData.setTableName("e_id", "employees");
metaData.setTableName("e_name", "employees");


WLRowSetMetaDataインタフェースを使用して主キー列を指定することもできます。


metaData.setPrimaryKeyColumn("e_id", true);


詳細については、weblogic.jdbc.rowset.WLRowSetMetaDataのJavadocを参照してください。







書込み表の設定


WLRowSetMetaDataインタフェースには、更新または削除する表のみを指定するためのsetWriteTableNameメソッドがあります。このメソッドは通常、複数の表の結合が入力されているRowSetにおいて、1つの表のみを更新する場合に使用します。書込み表に属さない列は読取り専用としてマークされます。

たとえば、RowSetに「注文」と「顧客」の結合が含まれるとします。書込み表を「注文」に設定します。deleteRowを呼び出すと、「注文」の行は削除されますが、「顧客」の行は削除されません。


注意:

JSR-114は、WebLogicのCachedRowSetMetaData.setWriteTableNameメソッドと同じ機能を備えたCachedRowSet.setTableName (http://docs.oracle.com/javase/6/docs/api/javax/sql/rowset/CachedRowSet.html#setTableName(java.lang.String)を参照)を提供します。どちらのメソッドを呼び出しても、書込み表に属さない列が読取り専用のものとしてマークされます。WebLogicではまた、列がどの表に属するかのマッピングに使用されるCachedRowSetMetaData.setTableNameメソッドが用意されています。setTableNameを使用して書込み表を設定する際には、アプリケーションに適したAPIを使用してメソッドを実装するように注意してください。











RowSetとトランザクション


ほとんどのデータベースやJDBCアプリケーションではトランザクションを使用します。RowSetはJTAトランザクションを含むトランザクションをサポートしています。一般的な使用例は次のとおりです。トランザクション1でRowSetを取得します。トランザクション1がコミットされます。基底のデータに対して、データベースやアプリケーション・サーバーによるロックはありません。RowSetはメモリー内にデータを保持します。データを変更したり、ネットワーク経由でクライアントに提供したりできます。アプリケーションはデータベースに対する変更をコミットする場合、トランザクション2を開始して、RowSetのacceptChangesメソッドを呼び出します。その後トランザクション2がコミットされます。





JTAグローバル・トランザクションとの統合


EJBコンテナとUserTransactionインタフェースはJTAトランザクション・マネージャを使用してトランザクションを開始します。RowSetの操作はこのトランザクションに参加することができます。JTAトランザクションに参加するには、RowSetはトランザクション対応のDataSource (TxDataSource)を使用する必要があります。DataSourceはWebLogic Serverコンソールで構成できます。

acceptChangesでオプティミスティックな競合や他の例外が発生した場合、RowSetはグローバルJTAトランザクションを中止します。アプリケーションは通常データを再び読み込んで、新しいトランザクションで更新を再び処理します。





グローバル・トランザクションを使用するRowSetの動作


障害またはロールバックが発生すると、データはデータベースからロールバックされますが、RowSetからはロールバックされません。作業を進める前に、次のいずれかを行う必要があります。

	
rowset.refreshを呼び出して、データベースからのデータでRowSetを更新します。


	
現在のデータで新しいRowSetを作成します。












ローカル・トランザクションの使用


JTAグローバル・トランザクションを使用しない場合、RowSetはローカル・トランザクションを使用します。最初に接続に対するsetAutoCommit(false)を呼び出します。次にSQL文をすべて発行して、最後にconnection.commit()を呼び出します。これでローカル・トランザクションをコミットしようとします。EJBまたはJMSコンテナによって開始されたJTAトランザクションと統合する場合は、このメソッドは使用しないでください。

acceptChangesでオプティミスティックな競合や他の例外が発生した場合、RowSetはローカル・トランザクションをロールバックします。この場合、acceptChangesで発行されたSQLは、いずれもデータベースにコミットされません。





ローカル・トランザクションを使用するRowSetの動作


この節では、失敗したローカル・トランザクションにおけるRowSetの動作について説明します。この動作は、接続オブジェクトの種類によって異なります。





connection.commitの呼出し


この状況では、接続オブジェクトはRowSetによって作成されたものではなく、connection.commitを呼び出すことによってローカル・トランザクションを開始します。トランザクションが失敗するか、または接続がconnection.rollbackを呼び出すと、データはデータベースからロールバックされますが、RowSetにおいてはロールバックされません。作業を進める前に、次のいずれかを行う必要があります。

	
rowset.refreshを呼び出して、データベースからのデータでRowSetを更新します。


	
現在のデータで新しいRowSetを作成します。










acceptChangesの呼出し


この状況では、RowSetが独自の接続オブジェクトを作成し、それを使用してacceptChangesを呼び出すことによりRowSet内のデータを更新します。障害が発生した場合、またはRowSetがconnection.rollbackを呼び出した場合、データはRowSetからもデータベースからもロールバックされます。











トランザクション完了後のWebLogic RowSetの再利用


多くの場合、RowSetの変更をデータベースとの間で同期した後に、そのRowSetを現在入力されているデータのまま使用することが必要になるでしょう。そうすることでデータベースとの往復回数が減るため、アプリケーションのパフォーマンスを向上させることができます。ただし、RowSetとそのデータを再利用する場合、そのデータにさらに変更を加える前に、そのRowSetが参加するトランザクションが必ずすべて完了している必要があります。

ローカル・トランザクションでRowSetを使用していて、RowSetデータの変更をデータベースとの間で同期する前に、接続オブジェクトにautocommit=trueと設定されている場合、データの同期後に現在の値のままRowSetを再利用できます。これは、autocommitの設定によってローカル・トランザクションがすぐに強制的に完了するためです。RowSetの変更前には、ローカル・トランザクションが必ず完了します。

以下のいずれかの状況でRowSetを使用している場合、すべてのトランザクションが必ず自動的に完了するとは限りません。

	
グローバル・トランザクションで使用している


	
ローカル・トランザクションで、autocommit=falseと設定された接続オブジェクトを使用してデータの変更をデータベースと同期している




これらのいずれかの場合、現在のデータでRowSetを再利用する前に、acceptChanges()を呼び出してデータベースとの間で変更を同期した後で、tx.commit()またはjava.sql.Connection.commit()の代わりにjavax.sql.rowset.CachedRowSet.commit()を呼び出してトランザクションをコミットします。CachedRowSet.commit()メソッドにはConnection.commit()メソッドがラップされています。これを使用すると必ずトランザクションが完了され、その後にRowSetを変更できるようになります。









FilteredRowSet


以下の節では、WebLogic Serverにおける標準のFilteredRowSetの使い方について説明します。

	
FilteredRowSetの特性


	
特有のプログラミング上の考慮事項


	
FilteredRowSetのサンプル・コード


	
FilteredRowSetのクラスとインタフェースのインポート


	
FilteredRowSetの作成


	
FilteredRowSetのプロパティの設定


	
FilteredRowSetのデータベース接続のオプション


	
FilteredRowSetへの入力


	
FilteredRowSetのメタデータの設定


	
FilteredRowSetに対するフィルタの設定


	
FilteredRowSetのデータの操作








FilteredRowSetの特性


FilteredRowSetを使用するとキャッシュされた行のサブセットを取り扱え、データベースに接続されていない状態で行のサブセットを変更できます。フィルタ処理されたRowSetとは、分かりやすく言えば、キャッシュされているRowSetの中で、特定の行のみを閲覧、移動、操作できるものをいいます。FilteredRowSetには以下のような特性があります。

	
利用できる行は、アプリケーションで指定したjavax.sql.rowset.Predicateオブジェクトで決定され、setFilter()メソッドで指定されます。


	
Predicateオブジェクトにはjavax.sql.rowset.Predicateインタフェースを実装する必要があります。Predicateインタフェースにはpublic boolean evaluate(RowSet rs)メソッドがあり、このメソッドでRowSetの各行を評価します。

	
このメソッドからtrueが返された場合、その行は利用可能で閲覧することもできます。


	
このメソッドからfalseが返された場合、その行は利用も閲覧もできません。




詳細については「FilteredRowSetに対するフィルタの設定」を参照してください。


	
WebLogic Serverにはweblogic.jdbc.rowset.SQLPredicateクラスというjavax.sql.rowset.Predicateインタフェースの実装が用意されています。このクラスを使用すると、SQLのようなWHERE句の構文を使用してFilteredRowSetのフィルタを定義できます。「SQLPredicate、SQL方式のRowSetフィルタ」を参照してください。










特有のプログラミング上の考慮事項


	
RowSetフィルタは累積的ではない


	
フィルタの設定、変更前に保留中の変更を解決する








RowSetフィルタは累積的ではない


FilteredRowSetのWebLogic実装では現在、FilteredRowSetにフィルタを2回設定すると古いフィルタが新しいフィルタで置き換えられます。JSR-114にはこの点についてはっきりとした規定がありません。参照実装は同じように動作しません。行セット内のフィルタリングされた行をさらにフィルタリングします。この場合2回目のフィルタを変更して必要なすべての条件をフィルタするようにすると、同じ効果を得られます。







フィルタの設定、変更前に保留中の変更を解決する


RowSetフィルタを設定または変更する前にRowSetに保留中の変更がある場合、その変更を受け入れる(acceptChanges()を呼び出す)か、RowSetのデータを変更前の状態に戻す(restoreOriginal()を呼び出す)必要があります。WebLogic Serverでは行われる可能性のある変更を示せるようにRowSet内の移動が認められており、ユーザーはRowSetフィルタを変更する前に上記のどちらかのメソッドを呼び出す必要があります。acceptChanges()ではデータベースへのアクセスが行われ、restoreOriginal()では行われません。









FilteredRowSetのサンプル・コード


以下のサンプルに、キャッシュされたRowSetを作成してからWebLogic Server SQLPredicateを使用してフィルタを適用および変更する方法について示します。


例9-2 FilteredRowSetのサンプル・コード


import javax.sql.rowset.FilteredRowSet;
import javax.sql.rowset.RowSetFactory;
import weblogic.jdbc.rowset.SQLPredicate;
public class FilteredRowSetDemo {
public static void main (String[] args) {
//DESIGNING lifecycle stage - Create the rowset and set properties
  try {
    //Create a RowSetFactory instance and from the factory,
    //create a FilteredRowSet.
    RowSetFactory rsfact = RowSetProvider.newFactory("weblogic.jdbc.rowset.JdbcRowSetFactory",null);
    FilteredRowSet rs = rsfact.createFilteredRowSet();
    //Set database access through a DataSource. 
    //See Database Connection Options for more options.
    rs.setDataSourceName(examples-dataSource-demoPool);
    rs.setCommand("SELECT ID, FIRST_NAME, MIDDLE_NAME, LAST_NAME,
    PHONE, EMAIL FROM PHYSICIAN WHERE ID>?");
   //CONFIGURE QUERY lifecycle operation - set values for query parameters.
    rs.setInt(1, 0); 
   //POPULATING lifecycle stage - Execute the command to populate the rowset
    rs.execute();
  }
//CONFIGURING METADATA - Populate first, then set MetaData, including KeyColumns
  rs.setKeyColumns(new int[] { 1 });
  while (rs.next ())
//NAVIGATE operations put the rowset in the MANIPULATING lifecycle stage
    {
    System.out.println ("ID: " +rs.getInt (1));
    System.out.println ("FIRST_NAME: " +rs.getString (2));
    System.out.println ("MIDDLE_NAME: " +rs.getString (3));
    System.out.println ("LAST_NAME: " +rs.getString (4));
    System.out.println ("PHONE: " +rs.getString (5));
    System.out.println ("EMAIL: " +rs.getString (6));
    }
  }
//Need to accept changes or call restoreOriginal to put the rowset 
//into the DESIGNING or POPULATING stage.
//After navigating, the rowset is in MANIPULATING stage,
//and you cannot change properties in that lifecycle stage.
  rs.restoreOriginal();
//S E T   F I L T E R
//use SQLPredicate class to create a SQLPredicate object,
//then pass the object in the setFilter method to filter the RowSet. 
  SQLPredicate filter = new SQLPredicate("ID >= 103");
  rs.setFilter(filter);
  System.out.println("Filtered data: ");
  while (rs.next ())
    {
    System.out.println ("ID: " +rs.getInt (1));
    System.out.println ("FIRST_NAME: " +rs.getString (2));
    System.out.println ("MIDDLE_NAME: " +rs.getString (3));
    System.out.println ("LAST_NAME: " +rs.getString (4));
    System.out.println ("PHONE: " +rs.getString (5));
    System.out.println ("EMAIL: " +rs.getString (6));
    System.out.println (" ");
    }
//Need to accept changes or call restoreOriginal to put the rowset 
//into the DESIGNING or POPULATING lifecycle stage.
//After navigating, the rowset is in MANIPULATING stage,
//and you cannot change properties in that lifecycle stage.
  rs.restoreOriginal();
//C H A N G I N G   F I L T E R
  SQLPredicate filter2 = new SQLPredicate("ID <= 103");
  rs.setFilter(filter2);
  System.out.println("Filtered data: ");
  while (rs.next ())
    {
    System.out.println ("ID: " +rs.getInt (1));
    System.out.println ("FIRST_NAME: " +rs.getString (2));
    System.out.println ("MIDDLE_NAME: " +rs.getString (3));
    System.out.println ("LAST_NAME: " +rs.getString (4));
    System.out.println ("PHONE: " +rs.getString (5));
    System.out.println ("EMAIL: " +rs.getString (6));
    System.out.println (" ");
    }
//Need to accept changes or call restoreOriginal to put the rowset 
//into the DESIGNING or POPULATING lifecycle stage.
//After navigating, the rowset is in MANIPULATING stage,
//and you cannot change properties in that lifecycle stage.
  rs.restoreOriginal();
//R E M O V I N G   F I L T E R
  rs.setFilter(null);
  while (rs.next ())
    {
    System.out.println ("ID: " +rs.getInt (1));
    System.out.println ("FIRST_NAME: " +rs.getString (2));
    System.out.println ("MIDDLE_NAME: " +rs.getString (3));
    System.out.println ("LAST_NAME: " +rs.getString (4));
    System.out.println ("PHONE: " +rs.getString (5));
    System.out.println ("EMAIL: " +rs.getString (6));
    System.out.println (" ");
    }
  rs.close();
  }
}









FilteredRowSetのクラスとインタフェースのインポート


標準のFilteredRowSetを使用するには、次のクラスをインポートする必要があります。


javax.sql.rowset.FilteredRowSet;
javax.sql.rowset.RowSetFactory;


上記のサンプル・コードでは、フィルタの作成にweblogic.jdbc.rowset.SQLPredicateクラスも使用されています。アプリケーションでは、weblogic.jdbc.rowset.SQLPredicateクラスを使用することも、独自のフィルタ・クラスを作成することも可能です。詳細については「FilteredRowSetに対するフィルタの設定」を参照してください。







FilteredRowSetの作成



RowSetはファクトリ・インタフェースから作成されます。WebLogic ServerでFilteredRowSetを作成するには、主に以下の手順に従います。




	RowSetFactoryインスタンスを作成します。このインスタンスはアプリケーションで使用するRowSetオブジェクトを作成するためのファクトリとして機能します。次に例を示します。


RowSetFactory rsfact = RowSetProvider.newFactory("weblogic.jdbc.rowset.JdbcRowSetFactory",null);




	javax.sql.rowset.FilteredRowSetオブジェクトを作成します。次に例を示します。


FilteredRowSet rs = rsfact.createCachedRowSet();












FilteredRowSetのプロパティの設定


FilteredRowSetのプロパティのオプションはCachedRowSetのオプションと同じです。「CachedRowSetのプロパティの設定」を参照してください。







FilteredRowSetのデータベース接続のオプション



FilteredRowSetのデータベース接続のオプションはCachedRowSetのオプションと同じです。「データベース接続のオプション」を参照してください。









FilteredRowSetへの入力


FilteredRowSetのデータ入力のオプションはCachedRowSetのオプションと同じです。「CachedRowSetへの入力」を参照してください。







FilteredRowSetのメタデータの設定


RowSetのデータ変更をデータベースとの間で同期するために、RowSetにメタデータを設定することが必要な場合もあります。詳細については、「RowSetに対するデータベース更新用メタデータの設定」を参照してください。







FilteredRowSetに対するフィルタの設定


FilteredRowSetの行をフィルタするには、setFilterメソッドを呼び出して、Predicate (フィルタ)オブジェクトをこのメソッドのパラメータとして渡します。Predicateオブジェクトはjavax.sql.rowset.Predicateインタフェースを実装するクラスのインスタンスです。FilteredRowSetのWebLogic実装では、独自のフィルタを定義することも、weblogic.jdbc.rowset.SQLPredicateクラスのインスタンスを使用することもできます。





ユーザー定義のRowSetフィルタ



FilteredRowSet用のフィルタを定義する場合、主に以下の手順に従います。




	使用するフィルタリング動作(表示する行を特定の列の値を持つ行に制限するなど)を行うjavax.sql.rowset.Predicateインタフェースを実装するクラスを定義します。たとえば、ID列の値の範囲に基づいて表示される行を制限できます。定義するクラスには、ID列の値をフィルタリングするためのロジックが含まれます。
	クラスのインスタンス(フィルタ)を作成して、使用するフィルタ条件を指定します。たとえば、ID列の値が100から199までの行のみを表示するといった指定が可能です。
	rowset.setFilter()を呼び出して、クラスをこのメソッドのパラメータとして渡します。



例9-3 javax.sql.rowset.Predicateを実装するフィルタ・クラス


package examples.jdbc.rowsets;
import javax.sql.rowset.Predicate;
import javax.sql.rowset.CachedRowSet;
import javax.sql.RowSet;
import java.sql.SQLException;
public class SearchPredicate implements Predicate, java.io.Serializable {
  private boolean DEBUG = false;
  private String col = null;
  private String criteria = null;
  //Constructor to create case-insensitive column - value comparison.
  public SearchPredicate(String col, String criteria) {
    this.col = col;
    this.criteria = criteria;
  }
  public boolean evaluate(RowSet rs)  {
    CachedRowSet crs = (CachedRowSet)rs;
    boolean bool = false;
    try {
      debug("evaluate(): "+crs.getString(col).toUpperCase()+" contains "+
          criteria.toUpperCase()+" = "+
          crs.getString(col).toUpperCase().contains(criteria.toUpperCase()));
      if (crs.getString(col).toUpperCase().contains(criteria.toUpperCase()))
        bool = true;
    } catch(Throwable t) {
      t.printStackTrace();
      throw new RuntimeException(t.getMessage());
    }
    return bool;
  }
  public boolean evaluate(Object o, String s) throws SQLException {
    throw new SQLException("String evaluation is not supported.");
  }
  public boolean evaluate(Object o, int i) throws SQLException {
    throw new SQLException("Int evaluation is not supported.");
  }
}





例9-4 FilteredRowSet用のフィルタを設定するコード


SearchPredicate pred = new SearchPredicate(ROWSET_LASTNAME, lastName);
rs.setFilter(pred);


例9-3に、javax.sql.rowset.Predicateインタフェースを実装するクラスのサンプルを示します。このサンプルでは、列の値の大文字と小文字を区別しないバージョンを評価するフィルタを作成することができるクラスが示されます。例9-4に、フィルタ条件を判断するクラスのインスタンスを作成してから、FilteredRowSet用のフィルタとしてフィルタ・オブジェクトを設定するコードを示します。









WebLogic SQL方式フィルタ


Weblogic Serverにはjavax.sql.rowset.Predicateインタフェースを実装するweblogic.jdbc.rowset.SQLPredicateクラスが用意されています。SQLPredicateクラスを使用すると、SQLのようなWHERE句の構文を使用するフィルタを定義してRowSetの行をフィルタできます。例:


SQLPredicate filter = new SQLPredicate("ID >= 103");
rs.setFilter(filter);


詳細については、「SQLPredicate、SQL方式のRowSetフィルタ」を参照してください。









FilteredRowSetのデータの操作


FilteredRowSetのデータの操作はCachedRowSetのデータの操作とほぼ同様です。ただし、行を挿入したり更新したりする場合には、必ずフィルタ条件の範囲内で変更を行って、操作した行が表示される行の集合に残るようにします。たとえば、RowSetのフィルタでID列の値が105より小さい行のみを表示できる場合、ID列の値が106の行を挿入しようとしたり、IDの値を106に更新しようとしたりすると、操作は失敗してSQLExceptionがスローされます。

データ操作の詳細については、「CachedRowSetのデータの操作」を参照してください。









WebRowSet


WebRowSetは、RowSetをXMLフォーマットで読み書きできるキャッシュされたRowSetです。WebRowSetには以下のような特性があります。

	
readXml(java.io.InputStream iStream)メソッドを使用してXMLソースからRowSetに入力します。


	
writeXml(java.io.OutputStream oStream)メソッドを使用してデータおよびメタデータをXMLで書き込み、他のアプリケーション・コンポーネントで使用できるように、またはリモート・クライアントに送信できるようにします。


	
RowSetへの入力に使用されるXMLコード、またはRowSetから記述されるXMLコードは、http://www.oracle.com/webfolder/technetwork/jsc/xml/ns/jdbc/webrowset.xsdで利用可能な標準のWebRowSet XMLスキーマ定義に準拠します。




詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/jdbc/index.htmlおよびjavax.sql.rowset.WebRowSetインタフェースのJavadoc (http://docs.oracle.com/javase/6/docs/api/javax/sql/rowset/WebRowSet.html)を参照してください。


注意:

WebLogic ServerではRowSetについて2つのスキーマがサポートされています。1つは標準WebRowSet用、もう1つはWLCachedRowSet用です。これは、JSR-114の最終仕様より前に実装されたものです。







特有のプログラミング上の考慮事項


	
WebLogicのWebRowSet実装では2つのXMLスキーマ(およびAPI)がサポートされます。1つは標準のWebRowSet仕様で(http://www.oracle.com/webfolder/technetwork/jsc/xml/ns/jdbc/webrowset.xsdで入手可能)、もう1つはWLCachedRowSet用です。これは、JSR-114の最終仕様より前に実装されたものです。


	
WebLogic Server行セットのみを使用している場合、いずれかのスキーマを使用できます。固有スキーマにはより多くの要素タイプがあります。


	
他のRowSetの実装と対話するには、標準のスキーマを使用する必要があります。












JoinRowSet


JoinRowSetとは、SQL JOINによって単一のRowSetに結合された、多数の接続されていないRowSetオブジェクトです。JoinRowSetには以下のような特性があります。

	
JoinRowSetに追加される各RowSetには、JoinRowSetへのRowSetの追加に使用されるaddRowSetメソッドで指定された「一致する」列があることが必要です。例:


addRowSet(javax.sql.RowSet[] rowset,java.lang.String[] columnName);


	
setJoinTypeメソッドを使用して、結合タイプを設定できます。以下の結合タイプがサポートされています。


CROSS_JOIN
FULL_JOIN
INNER_JOIN
LEFT_OUTER_JOIN 
RIGHT_OUTER_JOIN 


	
これらを使用すると、データベースに接続されていなくてもデータを結合できます。


	
JoinRowSetsは読取り専用。JoinRowSetはデータベースのデータを更新するためには使用できません。


	
JoinRowSetの一致する列は、Number、Boolean、Date、およびStringの4つのデータ型に制限されています。表9-1に、JoinRowSetの一致する列で使用できるデータ型の詳細について示します。







表9-1 一致する列で使用できるデータ型

	結合の左側のデータ型	結合の右側で使用できるデータ型
	
Number

	
Number

String


	
Boolean

	
Boolean

String


	
Date

	
Date

String


	
String

	
String

Number

Boolean

Date








JoinRowSetの詳細については、javax.sql.rowset.Joinable (http://docs.oracle.com/javase/6/docs/api/javax/sql/rowset/Joinable.html)およびJoinRowSetインタフェース(http://docs.oracle.com/javase/6/docs/api/javax/sql/rowset/JoinRowSet.html)のJavadocを参照してください。







JDBCRowSet


JDBCRowSetはResultSetオブジェクトのラッパーで、これによって結果セットをJavaBeanコンポーネントとして使用できるようになります。JDBCRowSetは、接続されているRowSetです。これ以外の種類のRowSetはすべて接続されていないRowSetです。

詳細は、javax.sql.rowset.JdbcRowSetインタフェースのJavadoc (http://docs.oracle.com/javase/6/docs/api/javax/sql/rowset/JdbcRowSet.html)を参照してください。







SyncResolverを使用したSyncProviderExceptionの処理



acceptChanges()を呼び出してRowSetの変更をデータベースに伝播する場合、WebLogic ServerではRowSetの元のデータ(最後の同期以降のデータ)が、データベースのデータとオプティミスティックな同時実行性ポリシーに基づいて比較されます。データの変更が検出されると、javax.sql.rowset.spi.SyncProviderExceptionがスローされます。デフォルトでは、アプリケーションでは何も行う必要はありませんが、RowSetの変更はデータベースと同期されません。こうした例外を処理してシステムに適した方法でデータ変更を行うように、アプリケーションを設計できます。


注意:

javax.sql.rowset.CachedRowSetsについては、RowSetのすべての行にあるすべての元の値が、対応するデータベースの行と比較されます。weblogic.jdbc.rowset.WLCachedRowSet、または他のWebLogic拡張のRowSetでは、オプティミスティックな同時実行性の設定に基づいてデータが比較されます。詳細については、「オプティミスティックな同時実行性ポリシー」を参照してください。



SyncProviderExceptionを処理する主な手順は次のとおりです。




	javax.sql.rowset.spi.SyncProviderExceptionを捕捉します。
	この例外からSyncResolverオブジェクトを取得します。「SyncResolverオブジェクトの取得」を参照してください。
	nextConflict()または任意の他の移動用メソッドを使用して、競合まで移動します。「SyncResolverオブジェクト内の移動」を参照してください。
	適切な値を判断して、setResolvedValue() (RowSetに値を設定するメソッド)で設定します。「RowSetデータの同期の競合に対する解決後の値の設定」を参照してください。
	競合している値ごとに、手順3と4を繰り返します。
	RowSetに対して(SyncResolverではなく) rowset.acceptChanges()を呼び出し、新しい解決後の値を使用してデータベースとの間で変更を同期します。「変更の同期」を参照してください。



SyncResolverおよびSyncProviderExceptionの詳細については、RowSetの仕様またはSyncResolverインタフェースのJavadocを参照してください。


注意:

SyncProviderExceptionの解決を開始する前に、他のどのプロセスもデータを更新することのないようにします。









RowSetデータの同期における競合の種類


表9-2に、RowSetからデータベースにデータの変更を同期する際に起こる、競合状況の種類について示します。




表9-2 RowSetの変更をデータベースに同期する際の競合の種類

	RowSetデータの変更の種類	データベース・データの変更の種類	ノート
	
更新

	
更新

	
RowSetとデータベースの同じ行の値が変更されました。SyncResolverのステータスはSyncResolver.UPDATE_ROW_CONFLICT。

場合によりアプリケーションで、この競合を解決するロジックを提供するか、ユーザーに新しいデータを提示することが必要になります。


	
更新

	
削除

	
RowSetの行の値は更新されたが、データベースではその行が削除されました。SyncResolverのステータスはSyncResolver.UPDATE_ROW_CONFLICT。

場合によりアプリケーションで、行を削除されたままにしておく(データベースの状態のようにする)か、行を元に戻してRowSetからの変更を永続化するかを決定するロジックの提供が必要になります。

	
行を削除されたままにするには、RowSetの行の変更を元に戻します。


	
行を元に戻して変更するには、目的の値を持つ新しい行を挿入します。




データベースで行が削除されている場合、競合している値がないことに注意します。getConflictValue()を呼び出すと、weblogic.jdbc.rowset.RowNotFoundExceptionがスローされます。


	
削除

	
更新

	
RowSetの行は削除されたが、データベースではその行が更新されました。SyncResolverのステータスはSyncResolver.DELETE_ROW_CONFLICT。

場合によりアプリケーションで、行を削除する(RowSetの状態のようにする)か、行を保持してデータベースでの現在の変更を永続化するかを決定するロジックの提供が必要になります。

この場合、行のすべての値が競合した値になります。行を保持してデータベースの現在の値とするには、setResolvedValueを呼び出して、行の各列に解決後の値を設定してデータベースの現在の値にします。削除するには、syncprovider.deleteRow()を呼び出します。


	
削除

	
削除

	
RowSetで行が削除され、データベースでは別のプロセスでその行が削除されました。SyncresolverのステータスはSyncResolver.DELETE_ROW_CONFLICT。

SyncProviderExceptionを解決するには、RowSetのその行に対する削除処理を取り消す必要があります。

行のどの列にも、競合している値がない(nullもない)ことに注意します。getConflictValue()を呼び出すと、weblogic.jdbc.rowset.RowNotFoundExceptionがスローされます。


	
挿入

	
挿入

	
RowSetに行が挿入され、データベースにも別の行が挿入された場合、主キーの競合が起こることがあります。その場合SQL例外がスローされます。SyncProviderExceptionはスローされないので、この種類の競合をSyncResolverを使って直接的に処理することはできません。













SyncResolverのサンプル・コード


例9-5に、RowSetとデータベースの間で競合している値をSyncResolverを使って解決する方法についての要約されたサンプルを示します。このサンプルでは、競合のあるSyncResolverの各行について、認識されている名前を持つ列の値をチェックします。このサンプルの詳細については、サンプルの後の節で説明します。


例9-5 SyncResolverの要約済みサンプル・コード


try {
    rs.acceptChanges();
} catch (SyncProviderException spex) {
    SyncResolver syncresolver = spex.getSyncResolver();
    while (syncresolver.nextConflict())  {
        int status = syncresolver.getStatus();
        int rownum = syncresolver.getRow();
        rs.absolute(rownum);
        //check for null in each column
        //write out the conflict
        //set resolved value to value in the db for this example
        //handle exception for deleted row in the database
        try {
           Object idConflictValue = syncresolver.getConflictValue("ID");
           if (idConflictValue != null)  {
              System.out.println("ID value in db: " + idConflictValue);
              System.out.println("ID value in rowset: " + rs.getInt("ID"));
              syncresolver.setResolvedValue("ID", idConflictValue);
              System.out.println("Set resolved value to " + idConflictValue);
            }
           else {
              System.out.println("ID: NULL - no conflict");
           }
        } catch (RowNotFoundException e)  { 
           System.out.println("An exception was thrown when requesting a ");
          System.out.println("value for ID. This row was ");
          System.out.println("deleted in the database.");
        }
. . .
    }
    try {
        rs.acceptChanges();
    } catch (Exception ignore2) {
        }
}









SyncResolverオブジェクトの取得


SyncProviderExceptionを処理するために、例外を捕捉してそこからSyncResolverオブジェクトを取得できます。例:


try {
   rowset.acceptChanges();
} catch (SyncProviderException spex) {
   SyncResolver syncresolver = spex.getSyncResolver();
. . .
}


SyncResolverは、SyncResolverインタフェースを実装するRowSetです。SyncResolverオブジェクトには、元のRowSetのすべての行に対応する行が含まれます。競合していない値については、SyncResolverでの値はnullになります。競合している値については、データベースの現在の値が値として格納されます。







SyncResolverオブジェクト内の移動


SyncResolverオブジェクトを使用すると、すべての競合に移動して、競合している各値に適切な値を設定できます。SyncResolverインタフェースにはnextConflict()メソッドとpreviousConflict()メソッドが含まれており、これらを使用してnull以外の競合している値を持つSyncResolver内で、直接次の行に移動できます。SyncResolverオブジェクトはRowSetなので、SyncResolverの任意の行へのカーソル移動には、すべてのRowSet移動用メソッドも使用できます。ただし、nextConflict()メソッドおよびpreviousConflict()メソッドを使用すると、競合している値のない行を簡単にスキップできます。

競合している行にカーソルを移動した後には、各列の値をgetConflictValue()メソッドでチェックして、RowSet内の値と競合しているデータベース内の値を検索してから、それらの値を比較して競合の処理方法を決定する必要があります。値が競合していない行の場合、戻り値としてnullが返されます。行がデータベースでは削除されていた場合、戻り値はなく、例外がスローされます。


注意:

WebLogicのRowSet実装では、データベースの行の任意の値と、RowSetの作成時または最後の同期時にRowSetに読み込まれた値が異なる場合、値の競合が発生します。



RowSetとデータベースの値を比較するコードのサンプルを以下に示します。


syncresolver.nextConflict()
for (int i = 1; i <= colCount; i++) {
   if (syncresolver.getConflictValue(i) != null)  {
      rsValue = rs.getObject(i);
      resolverValue = syncresolver.getConflictValue(i);
      . . . 
     // compare values in the rowset and SyncResolver to determine
     // which should be the resolved value (the value to persist)
   } 
} 







RowSetデータの同期の競合に対する解決後の値の設定


データベースに永続化するための適切な値を設定するには、setResolvedValue()を呼び出します。例:


syncresolver.setResolvedValue(i, resolvedValue);


setResolvedValue()メソッドでは以下の変更が行われます。

	
データベースに永続化するための値を設定します。つまり、RowSetの現在の値を設定します。変更が同期されると、この新しい値がデータベースに永続化されます。


	
RowSetのデータの元の値をデータベースの現在の値に変更します。元の値とは、最後の同期以降に設定されていた値です。setResolvedValue()を呼び出すと、元の値がデータベースの現在の値になります。


	
同期の呼出しにおけるWHERE句を、データベースの適切な行が更新されるように変更します。










変更の同期


SyncResolverで競合している値を解決した後には、変更をデータベースとの間で同期する必要があります。これを行うには、rowset.acceptChanges()をもう一度呼び出します。acceptChanges()呼出しではSyncResolverオブジェクトがクローズされ、同期の完了後にデータベースのロックが解放されます。









WLCachedRowSet


WLCachedRowSetはCachedRowSets、FilteredRowSets、WebRowSets、およびSortedRowSetsの拡張です。WLCachedRowSetには以下のような特性があります。

	
WebLogic ServerのRowSet実装では、すべてのRowSetが元はWLCachedRowsetとして作成されます。WLCachedRowSetは、それを拡張するあらゆる標準RowSet型として互換的に使用できます。


	
WLCachedRowSetには、RowSetをより簡単に扱えるようにする便利なメソッド群があり、またオプティミスティックな同時実行性オプションとデータ同期化オプションを設定するメソッド群も含まれています。


	
SQLXMLデータ型オブジェクトを読み取ったり更新したりすることはできない場合があります。JDBC 4.0仕様では、ベンダーがSQLXMLオブジェクトを設定後にこれを読取り可能にする必要はないとしています。WebLogic ServerがSQLXMLデータ型オブジェクトに値を設定したら、このオブジェクトを読み取ったり更新したりできなくなります。




詳細については、weblogic.jdbc.rowset.WLCachedRowSetインタフェースのJavadocを参照してください。







SharedRowSet


RowSetは1つのスレッドでのみ使用できます。複数のスレッドで共有することはできません。SharedRowSetはCachedRowSetを拡張したもので、元のCachedRowSetのデータに基づいて、他のスレッドで使用するCachedRowSetを追加作成できます。SharedRowSetには以下のような特性があります。

	
各SharedRowSetは、元のRowSetの表層的なコピー(データのコピーではなく、元のRowSetのデータへの参照)で、独自のコンテキスト(カーソル、フィルタ、ソーター、保留中の変更、および同期プロバイダ)を備えています。


	
任意のSharedRowSetで行われたデータの変更がデータベースとの間で同期されると、基底のCachedRowSetも更新されます。


	
SharedRowSetを使用すると、アプリケーションで必要とするデータベースへの往復回数が減るため、パフォーマンスが向上する可能性があります。




SharedRowSetを作成するには、WLCachedRowSetインタフェースのcreateShared()メソッドを使用して、その結果をWLCachedRowSet型にキャストします。例:


WLCachedRowSet sharedrowset = (WLCachedRowSet)rowset.createShared();







SortedRowSet


SortedRowSetはCachedRowSetを拡張して、CachedRowSetの行をアプリケーションで提供されるComparatorオブジェクトに基づいてソートできるようにしたものです。SortedRowSetには以下のような特性があります。

	
ソート処理の設定方法は、FilteredRowSetでのフィルタ処理の設定方法と同様。ただし、ソート処理はjavax.sql.rowset.Predicateオブジェクトではなくjava.util.Comparatorオブジェクトに基づきます。

	
アプリケーションで、目的のソート動作を行うComparatorオブジェクトを作成します。


	
続いてアプリケーションでsetSorter(java.util.Comparator)メソッドを使用してソート条件を設定します。





	
ソート処理はメモリー内で行われ、データベース管理システムには依存しません。SortedRowSetを使用することによりデータベースへの往復回数が減るため、アプリケーションのパフォーマンスが向上する可能性があります。


	
WebLogic Serverにはjava.util.Comparatorを実装するSQLComparatorオブジェクトが用意されています。これを使用して、ソート条件として使う列のリストを渡すことで、SortedRowSetの行をソートできます。例:


rs.setSorter(new weblogic.jdbc.rowset.SQLComparator("columnA,columnB,columnC"));




詳細については、Javadocsで以下について参照してください。

	
weblogic.jdbc.rowset.SortedRowSetインタフェース


	
weblogic.jdbc.rowset.SQLComparatorクラス










SQLPredicate、SQL方式のRowSetフィルタ


ここでは、SQLPredicateクラスについて説明します。





SQLPredicateとは


Weblogic Serverにはjavax.sql.rowset.Predicateインタフェースの実装であるweblogic.jdbc.rowset.SQLPredicateクラスが用意されています。SQLPredicateクラスを使用すると、SQLのようなWHERE句の構文を使用してFilteredRowSetのフィルタを定義できます。







SQLPredicateの文法


SQLPredicateクラスの文法はJMSセレクタの文法から借用されたもので、SQL SELECT文のWHERE句の文法とよく似ています。

重要な注意事項を以下に示します。

	
列を参照する場合、列名を使用する必要があります。列の索引番号は使用できません。


	
この文法では、演算子および数学演算がサポートされます。たとえば次のようなことができます。


 (colA + ColB) >=100.


	
WHERE句の作成では、単純なデータ型のみを使用できます。以下のようなデータ型を使用できます。

	
String


	
Int


	
Boolean


	
Float





	
以下のような複合データ型はサポートされません。

	
Array


	
BLOB


	
CLOB


	
Date













サンプル・コード



//S E T   F I L T E R
//use SQLPredicate class to create a SQLPredicate object,
//then pass the object in the setFilter method to filter the RowSet. 
SQLPredicate filter = new SQLPredicate("ID >= 103");
rs.setFilter(filter);


詳細については、weblogic.jdbc.rowset.SQLPredicateクラスのJavadocを参照してください。









オプティミスティックな同時実行性ポリシー


ほとんどの場合、RowSetへのデータの入力とデータベースの更新は別々のトランザクションで発生します。データベース内の基底のデータは2つのトランザクションの間に変更される可能性があります。WebLogic ServerのRowSet実装(WLCachedRowSet)では、オプティミスティックな同時実行性制御を使用して、データベースの一貫性を確保します。

オプティミスティックな同時実行性の場合、RowSetは複数のユーザーが同じデータを同時に変更する可能性は低いという前提で動作します。そのため、接続されていないRowSetモデルの一端として、RowSetではデータベース・リソースがロックされません。ただし、データベースに変更を書き込む前に、データベース内の変更予定のデータが、そのデータがRowSetに読み込まれたときから変更されていないことをRowSetでチェックする必要があります。

RowSetから発行されるUPDATE文とDELETE文には、データベース内のデータを、RowSetの入力時に読み込まれたデータに照らして検証するためのWHERE句が含まれます。RowSetではデータベース内の基底のデータが変更されたことが検出されるとOptimisticConflictExceptionが発行されます。アプリケーションではこの例外を捕捉して処理方法を決定できます。一般的には、アプリケーションで、変更されたデータをリフレッシュしてユーザーに再度提示します。

WLCachedRowSet実装には複数のオプティミスティックな同時実行性ポリシーが用意されています。これらのポリシーによって、基底のデータベースのデータを検証するためにRowSetから発行されるSQLが決まります。

	
VERIFY_READ_COLUMNS


	
VERIFY_MODIFIED_COLUMNS


	
VERIFY_SELECTED_COLUMNS


	
VERIFY_NONE


	
VERIFY_AUTO_VERSION_COLUMNS


	
VERIFY_VERSION_COLUMNS




これらのポリシーの違いを例示するために、以下のような内容の例を使用します。

	
3つの列がある簡単な従業員表


CREATE TABLE employees (
  e_id integer primary key,
  e_salary integer,
  e_name varchar(25)
);


	
表内の1つの行


e_id = 1, e_salary = 10000, and e_name = 'John Smith'




以下に示すオプティミスティックな同時実行性ポリシーのそれぞれの例では、RowSetに従業員表からこの行が読み込まれ、John Smithの給与が20000に設定されます。続いて、オプティミスティックな同時実行性ポリシーがRowSetから発行されるSQLコードにどのように影響するかが示されます。





VERIFY_READ_COLUMNS


デフォルトでは、RowSetのオプティミスティックな同時実行性制御ポリシーはVERIFY_READ_COLUMNSです。RowSetからUPDATEまたはDELETEが発行されるときに、データベースから読み込まれたすべての列がWHERE句に含まれます。これによって、RowSetに最初に読み込まれたすべての列の値について変更されてないかどうかが検証されます。

この例では、RowSetから次のように発行されます。


UPDATE employees SET e_salary = 20000 
   WHERE e_id = 1 AND e_salary=10000 AND e_name = 'John Smith';







VERIFY_MODIFIED_COLUMNS


VERIFY_MODIFIED_COLUMNSポリシーでは、主キー列と更新される列のみがWHERE句に含まれます。アプリケーションで更新される列の一貫性だけを考慮する場合に便利です。データを読み込んだ後に更新の対象外の列が変更されていても、この更新をコミットできます。

この例では、RowSetから次のように発行されます。


UPDATE employees SET e_salary = 20000 
   WHERE e_id = 1 AND e_salary=10000 


e_id列は主キー列なので含まれています。e_salary列は更新される列なので、同様に含まれています。e_name列は読み込まれただけなので、検証されません。







VERIFY_SELECTED_COLUMNS


VERIFY_SELECTED_COLUMNSでは、主キー列と指定する列がWHERE句に含まれます。


WLRowSetMetaData metaData = (WLRowSetMetaData) rowSet.getMetaData();
metaData.setOptimisticPolicy(WLRowSetMetaData.VERIFY_SELECTED_COLUMNS);
// Only verify the e_salary column
metaData.setVerifySelectedColumn("e_salary", true);

metaData.acceptChanges();


この例では、RowSetから次のように発行されます。


UPDATE employees SET e_salary = 20000 
   WHERE e_id = 1 AND e_salary=10000 


e_id列は主キー列なので含まれています。e_salary列は選択された列なので、同様に含まれています。







VERIFY_NONE


VERIFY_NONEポリシーでは、主キー列のみがWHERE句に含まれます。データベース・データに対して追加で検証は行われません。

この例では、RowSetから次のように発行されます。


UPDATE employees SET e_salary = 20000 WHERE e_id = 1







VERIFY_AUTO_VERSION_COLUMNS


VERIFY_AUTO_VERSION_COLUMNSでは、主キー列と、別個のバージョン列がWHERE句に含まれます。RowSetでは更新の一環としてバージョン列の自動的なインクリメントも行われます。このバージョン列のデータ型はintegerでなければなりません。データベース・スキーマを更新して、別個のバージョン列(e_version)を含める必要があります。例では、この列の現在の値が1であると仮定します。


metaData.setOptimisticPolicy(WLRowSetMetaData.
   VERIFY_AUTO_VERSION_COLUMNS);

metaData.setAutoVersionColumn("e_version", true);

metaData.acceptChanges();


この例では、RowSetから次のように発行されます。


UPDATE employees SET e_salary = 20000, e_version = 2
WHERE e_id = 1 AND e_version = 1


e_version列はSET句で自動的にインクリメントされます。WHERE句は主キー列とバージョン列を検証しています。







VERIFY_VERSION_COLUMNS


VERIFY_VERSION_COLUMNSの場合、RowSetでは主キー列と、別個のバージョン列がチェックされます。RowSetでは更新の一環としてバージョン列はインクリメントされません。データベース・スキーマを更新して、別個のバージョン列(e_version)を含める必要があります。例では、この列の現在の値が1であると仮定します。


metaData.setOptimisticPolicy(WLRowSetMetaData.VERIFY_VERSION_COLUMNS);
metaData.setVersionColumn("e_version", true);
metaData.acceptChanges();


この例では、RowSetから次のように発行されます。


UPDATE employees SET e_salary = 20000
WHERE e_id = 1 AND e_version = 1


WHERE句では主キー列とバージョン列が検証されます。RowSetでバージョン列がインクリメントされないため、この処理はデータベースで行う必要があります。一部のデータベースでは、行の更新時に自動的にインクリメントするバージョン列を提供しています。データベース・トリガーを使用してこのタイプの更新を処理することもできます。







オプティミスティックな同時実行性制御の制限


オプティミスティックなポリシーでは、変更する行に対するUPDATE文とDELETE文のみが検証されます。読取り専用の行はデータベースに照らして検証されません。

ほとんどのデータベースではWHERE句でのBLOBまたはCLOB列の使用が許可されていないため、RowSetではBLOBまたはCLOB列の検証はできません。

RowSetに複数の表が含まれる場合、RowSetでは更新された表のみが検証されます。







オプティミスティックなポリシーの選択


デフォルトのVERIFY_READ_COLUMNSでは、パフォーマンスを多少犠牲にして、強力なレベルの一貫性が提供されます。最初に読み込まれたすべての列をデータベースに送信したり、データベースと比較したりする必要があるため、このポリシーでは多少のオーバーヘッドが追加で発生します。VERIFY_READ_COLUMNSは強力なレベルの一貫性が必要な場合に適しています。バージョン列を含めるようにデータベース表を変更することはできません。

VERIFY_SELECTED_COLUMNSは、開発者が検証を完全に制御する必要があり、アプリケーションに固有の知識を使用してSQLを微調整する場合に便利です。

VERIFY_AUTO_VERSION_COLUMNSでは、VERIFY_READ_COLUMNSと同じレベルの一貫性が提供されますが、integer型の1つの列を比較するだけで済みます。このポリシーではバージョン列のインクリメントも行われるため、最小限のデータベース設定が必要になります。

VERIFY_VERSION_COLUMNSは、最高レベルのパフォーマンスと一貫性が必要な本番システムにお薦めします。VERIFY_AUTO_VERSION_COLUMNSと同様に、高いレベルの一貫性が提供されますが、データベースで1つの列の比較が行われるだけです。VERIFY_VERSION_COLUMNSでは、データベースでバージョン列のインクリメントを行う必要があります。一部のデータベースでは、更新時に自動的にインクリメントする列タイプを提供していますが、この動作はデータベース・トリガーを使用して実装することもできます。

VERIFY_MODIFIED_COLUMNSとVERIFY_NONEでは一貫性が確保される程度は低下しますが、オプティミスティックな競合が起きる可能性も少なくなります。高レベルなデータの一貫性の必要性よりも、パフォーマンス、競合の回避の方が重要な場合は、これらのポリシーを検討します。









パフォーマンスのオプション


RowSetを使用する場合は以下のパフォーマンス・オプションを検討します。





JDBCのバッチ処理


RowSet実装ではJDBCのバッチ処理もサポートされています。各SQL文をJDBCドライバに個々に送信する代わりに、バッチ処理では文の集合を1つの一括処理としてJDBCドライバに送信します。バッチ処理はデフォルトで無効になっていますが、一般に1つのトランザクションで多数の更新が発生する場合にパフォーマンスが向上します。アプリケーションとデータベースに対してこのオプションを有効および無効に設定して、ベンチマークを実行してみるとよいでしょう。

WLCachedRowSetインタフェースには、INSERT、DELETE、およびUPDATE文のバッチ処理を制御するためのsetBatchInserts(boolean)、setBatchDeletes(boolean)、およびsetBatchUpdates(boolean)メソッドがあります。


注意:

setBatchInserts、setBatchDeletes、setBatchUpdatesメソッドは、acceptChangesメソッドを呼び出す前に呼び出す必要があります。







Oracle Databaseのバッチ処理の制限


WLCachedRowSetはオプティミスティックな同時実行性制御に依存しているため、更新または削除コマンドが成功したか、オプティミスティックな競合が発生したかを判別する必要があります。WLCachedRowSet実装では、文によって更新された行の数についてのJDBCドライバの報告に基づいて、競合が発生したかどうかを判別します。更新された行が0の場合、WLCachedRowSetでは競合が発生したと認識されます。

Oracle JDBCドライバではバッチ更新が実行されるとjava.sql.Statement.SUCCESS_NO_INFOが返されるため、RowSet実装では競合が発生したかどうかを判別するために戻り値を使用できません。

バッチ処理がOracleデータベースで使用されることがRowSetで検出された場合、バッチ処理の動作は自動的に変更されます。

バッチ挿入は検証されないため、通常どおり実行されます。

バッチ更新は正常に実行されますが、RowSetでは特別なSELECT問合せが発行され、バッチ更新でオプティミスティックな競合が発生したかどうかがチェックされます。

SELECT検証問合せの後でバッチ削除を実行するよりも効率的なため、バッチ削除ではグループ削除が使用されます。









グループ削除


複数の行を削除する場合、RowSetでは通常、削除する行ごとにDELETE文が発行されます。グループ削除を有効にした場合、RowSetでは削除する行を含むWHERE句が指定されたDELETE文が1つだけ発行されます。

たとえば、表から3人の従業員を削除する場合、通常であればRowSetから次のように発行されます。


DELETE FROM employees WHERE e_id = 3 AND e_version = 1;
DELETE FROM employees WHERE e_id = 4 AND e_version = 3;
DELETE FROM employees WHERE e_id = 5 AND e_version = 10;


グループ削除を有効にした場合、RowSetから次のように発行されます。


DELETE FROM employees 
WHERE e_id = 3 AND e_version = 1 OR
      e_id = 4 AND e_version = 3 OR
      e_id = 5 AND e_version = 10;


WLRowSetMetaData.setGroupDeleteSizeを使用すると、1つのDELETE文に含まれる行の数を決定できます。デフォルト値は50です。













10 JDBCのトラブルシューティング


この章では、JDBCアプリケーションを開発する際の一般的な問題について説明します。

この章には次の項が含まれます:

	
UNIXでのOracle Database関連の問題


	
UNIXでのスレッド関連の問題


	
JDBCオブジェクトのクローズ


	
Microsoft SQL Serverでのネストされたトリガーの使用








UNIXでのOracle Database関連の問題


使用するスレッディング・モデルを確認してください。Oracleドライバを使用する場合は、ネイティブ・スレッドを使用することをお薦めします。ネイティブ・スレッドの使用を指定するには、Javaを起動するときに-nativeフラグを追加します。







UNIXでのスレッド関連の問題


UNIXでは、グリーン・スレッドとネイティブ・スレッドという2つのスレッディング・モデルを利用できます。詳細は、Solarisオペレーティング環境のJDK (http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html)を参照してください。

使用しているスレッドの種類は、THREADS_TYPE環境変数を調べることで確認できます。この変数が設定されていない場合は、Javaインストールのbinディレクトリにあるシェル・スクリプトを調べてください。

一部の問題は、各オペレーティング・システムのJVMでのスレッドの実装に関連しています。すべてのJVMで、オペレーティング・システム固有のスレッドの問題が等しく適切に処理されるわけではありません。Oracleドライバを使用する場合は、ネイティブ・スレッドを使用します。







JDBCオブジェクトのクローズ


プログラムが効率的に実行されるように、Connection、Statement、ResultSetなどのJDBCオブジェクトは必ずfinallyブロックでクローズすることをお薦めします。次に、一般的な例を示します。


例10-1 JDBCオブジェクトのクローズ


try {

Driver d = 
(Driver)Class.forName("oracle.jdbc.OracleDriver").newInstance();

Connection conn = d.connect("jdbc:weblogic:oracle:myserver",
                                  "scott", "tiger");

    Statement stmt = conn.createStatement();
    stmt.execute("select * from emp");
    ResultSet rs = stmt.getResultSet();
    // do work

    }

    catch (Exception e) {

      // handle any exceptions as appropriate

    }

    finally {

      try {rs.close();}
      catch (Exception rse) {}
      try {stmt.close();}
      catch (Exception sse) {}
      try {conn.close();
      catch (Exception cse) {}

    }







JDBCオブジェクトの破棄


また、次のような処理も行わないでください。破棄されたJDBCオブジェクトが作成されます。


//Do not do this.
stmt.executeQuery();
rs = stmt.getResultSet();

//Do this instead
rs = stmt.executeQuery();


上記の例の最初の行では、破棄されており、すぐにガベージ・コレクションが行われる可能性のある結果セットが作成されます。









Microsoft SQL Serverでのネストされたトリガーの使用


以下の節では、Microsoft SQL Serverデータベースでネストされたトリガーを使用する場合のトラブルシューティング情報を示します。

	
ネスト・レベルの超過


	
トリガーとEJBの使用




サポートされるデータベースとデータベース・ドライバの詳細は、http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.htmlにあるOracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページを参照してください。





ネスト・レベルの超過



SQL Serverデータベースでネスト・レベルが超過したことを示すSQL Serverエラーが発生する場合があります。

例:


   CREATE TABLE EmployeeEJBTable (name varchar(50) not null,salary int, card     
varchar(50), primary key (name))

   CREATE TABLE CardEJBTable (cardno varchar(50) not null, employee    
varchar(50), primary key (cardno), foreign key (employee) references    
EmployeeEJB Table(name) on delete cascade)
   CREATE TRIGGER  card on EmployeeEJBTable for delete as delete    CardEJBTable  
where employee in (select name from deleted)

   CREATE TRIGGER  emp on CardEJBTable for delete as delete EmployeeEJBTable    
where card in (select cardno from deleted)

   insert into EmployeeEJBTable values ('1',1000,'1')
   insert into CardEJBTable values ('1','1')
   DELETE FROM CardEJBTable WHERE cardno = 1


以下のようなエラー・メッセージになります。


Maximum stored procedure, function, trigger, or view nesting level exceeded  (limit 32).


この問題を回避するには、次のようにします。




	以下のスクリプトを実行して、ネストされたトリガーのレベルを0にリセットします。


-- Start batch 
exec sp_configure 'nested triggers', 0  -- This set's the new value. 
reconfigure with override -- This makes the change permanent 
-- End batch 




	以下のスクリプトを実行して、SQL Serverの現在の値を確認します。


exec sp_configure 'nested triggers' 












トリガーとEJBの使用


EJBとMicrosoftドライバを使用するアプリケーションで、execute()メソッドからの戻りコードが0、予期していた値が1 (1レコード削除)という状況が発生する場合があります。

例:


   CREATE TABLE EmployeeEJBTable (name varchar(50) not null,salary int, card     
varchar(50), primary key (name))

   CREATE TABLE CardEJBTable (cardno varchar(50) not null, employee    
varchar(50), primary key (cardno), foreign key (employee) references    
EmployeeEJB Table(name) on delete cascade)
   CREATE TRIGGER  emp on CardEJBTable for delete as delete EmployeeEJBTable    
where card in (select cardno from deleted)

   insert into EmployeeEJBTable values ('1',1000,'1')
   insert into CardEJBTable values ('1','1')
   DELETE FROM CardEJBTable WHERE cardno = 1
The EJB code assumes that the record is not found and throws an appropriate error 
message. 
To work around this issue, run the following script:
   exec sp_configure 'show advanced options', 1
   reconfigure with override
   exec sp_configure 'disallow results from triggers',1
   reconfigure with override
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